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本多正純公 顕彰シンポジウム

　日時：10月13日㈰
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※本多正純公については P9「おやま表情」、P17「シリーズ小山の歴史」をご覧ください

出典『 釣天井宇都宮奇談』
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⑶ 再任用制度および任期付職員制度の実施状況【平成31年4月1日現在】
　本格的な高齢社会に対応するため、職員の長年培った知識・
経験を活用するとともに、定年退職から年金支給開始までの間
の生活を支える仕組みとして、再任用制度を導入し、働く意欲
と能力のある定年退職者等を再雇用しています。
　また、厳しい財政状況下において高度化、多様化する住民ニ
ーズに的確に対応した行政サービスを実現するため、平成18 
年から任期付職員制度を導入し、専門知識や技量を有する者等
を一時的、限定的業務に任期を区切り採用しています。さらに、
平成24年4月1日から、本市独自の学級編成基準に基づき、複
式学級を解消するため、市費負担の任期付教職員を採用し、よ
り充実した教育環境の醸成を図っています。

職種 区分 常時勤務職員 短時間勤務職員 合　計

再任用
職員

一般行政職 9人 45人 54人
技能労務職 0人 24人 24人
消防職 0人 3人 3人
合　計 9人 72人 81人

任期付
職員

一般行政職 8人 10人 18人
技能労務職 0人 8人 8人
教育職 6人 0人 6人
合　計 14人 18人 32人

育児休業代替
任期付職員

一般行政職 8人 0人 8人
合　計 8人 0人 8人

⑸ 部門別職員数の状況【各年4月1日現在】

※職員数は一般職に属する職員数で､地方公務員の身分を保有する休職者､
　派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除く
※小山市民病院は平成25年4月1日に地方独立行政法人に移行

⑶ 職員の平均給料・給与月額、平均年齢の状況【平成30年4月1日現在】

※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、
　　住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したもの
※「平均給与月額 国ベース」は、国家公務員の平均給与月額には時間
　　外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、
　　比較のため国家公務員と同じベースで再計算したもの
※「年収ベース」は、平均給与月額を12倍したものに、前年度に支給
　　された期末・勤勉手当の額を加えた試算値

区　分 平均給料
月額

平均給与月額 年収ベース
（試算値）

平均
年齢〃国ベース

小山市
一般行政職 303,600円 382,549円 6,079千円 39.7歳336,091円

技能労務職 338,400円 378,352円 6,166千円 54.8歳357,472円

国
一般行政職 329,845円 － 非公表 43.5歳410,940円

技能労務職 286,817円 － 非公表 50.7歳328,637円

⑹ 職員数の推移【各年4月1日現在】
　市では、平成12年度から5カ年ごとに「定員適正化計画」を
作成し、事務事業の見直しや指定管理者制度・民設民営化の
導入、業務のIT化などを行い、定員の適正管理に取組んできま
した。その結果、平成12年から平成27年までの15年間に合計
717人の職員を削減し、本市行政のスリム化に一定の成果を得
たところです。平成27年度からは、職員数の維持や能力向上に
重点を切り替え、定員の適正管理を進めております。

　人事行政の公正性・透明性を高めるため、「小山市
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づ
き、市民の皆さまに、本市職員の任用、給与、勤務条
件などの状況を公表します。

⑷ 職員の初任給等の状況【平成31年4月1日現在】
区　分 小山市 国

一般行政職 大学卒 180,700円 180,700円
高校卒 148,600円 148,600円

技能労務職 高校卒 134,100円 －

⑴ 採用試験の実施状況【平成30年4月2日～平成31年4月1日採用者】
試験区分 受験者 合格者 競争率

事務職員
一般事務 141人 28人 5.0倍
自己アピール採用（一般事務） 7人 3人 2.3倍
身体障がい者対象（一般事務） 2人 2人 1.0倍

技術職員

土木技師 16人 8人 2.0倍
建築技師 8人 3人 2.7倍
保健師 3人 2人 1.5倍
保育士 42人 8人 5.3倍
管理栄養士 6人 1人 6.0倍

消防職員 34人 8人 4.3倍
合　計 259人 63人 4.1倍

1 職員の任免および職員数に関する状況

⑵ 昇任の状況【平成30年4月2日～平成31年4月1日】
　昇任試験および小山市職員試験委員会における選考により昇任を
行っています。

職　名 昇任者数 職　名 昇任者数
参　事 9（ 4）人 主　任 10（ 6）人
副参事 7（ 4）人 主　査 29（11）人
主　幹 22（ 4）人 業務主任 0（ 0）人
副主幹 23（ 7）人

※括弧内は女性職員数。消防職は含まない

⑷ 職員の離職の状況【平成30年度実績】
職　種 一般行政職 技能労務職 消防職 小　計 警察職 教育職 合　計
退職者数 45 人 15人 5人 65人 0人 9人 74人

※派遣元への帰任等を含む

⑴ 人件費の状況（平成30年度普通会計決算見込）

歳出額　567億4,197万円

人件費 87億 4,259 万円
（人件費比率 15.4％）

※人件費には市長、副市長、市
議会議員、各種行政委員会等
の特別職に支給される給料・
報酬を含む

※令和元年9月1日現在の見込    

2 職員の給与、勤務時間その他の勤務条件の状況

※小山市民病院は平成25年4月1日に地方独立行政法人に移行
※平成25年度から平成27年度までの病院・消防を除いた職員数には、
　新小山市民病院への派遣職員を含む
※平成27年度をもって、新小山市民病院への職員派遣は終了
※平成27年度以降、法律改正に伴い職員数から教育長を除く取扱い
※平成27年度以降の職員数には、育児休業代替任期付職員を含む
　（H27:2人、H28:7人、H29:9人、H30:11人、H31:8人）

⑵ 職員給与費の状況（平成30年度普通会計決算見込）

※平成30年4月1日現在の職員数は、1,123人
　（任期付および再任用の短時間勤務職員77人を含む）

小山市人事行政の運営等の状況のお知らせ 問職員活性課
　☎22-9362

※令和元年9月1日現在の見込

給料
35億 7,907 万円
60.7％

職員手当 (退職手当除く )
8億 6,857 万円　14.8％

期末勤勉手当
14億 4,581 万円
24.5％

給与費総額　58億 9,345 万円
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※ 小山市民病院は、平成 年 月 日に非公務員型の一般地方独立行政法人に移行しました。

人

年度

≪職員数の推移≫

総職員数（H25以降、病院除く）

病院（H24まで）・消防を除いた職員数
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⑹ ラスパイレス指数（国家公務員を100とした場合）

区　分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

一般行政職 小山市 99.1 100.2 99.6 99.8
県内市平均 99.4 100.0 98.6 100.1

⑺ 一般行政職の級別職員の状況等【平成31年4月1日現在】
区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計

標準的な職務内容 主事・技師等 主査・主任 係長 課長・所長 部長等 －
職員数（人） 116 154 80 99 132 50 5 13 649
構成比（％） 17.9 23.7 12.3 15.3 20.3 7.7 0.8 2.0 100

参
考
前年の職員数（人） 121 151 72 118 140 44 13 14 673
前年の構成比（％）18.0 22.5 10.7 17.5 20.8 6.5 1.9 2.1 100

⑸ 職員の経験年数別､学歴別平均給料月額の状況【各年4月1日現在】

区　分 経験年数 7年
以上10年未満

経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数20年
以上25年未満

一般行政職
（平成30年）

大学卒 237,600円 275,100 円 335,100 円 371,900円
高校卒 － 242,000 円 275,400 円 337,900円

一般行政職
（平成31年）

大学卒 235,100円 278,700 円 332,300 円 372,600円
高校卒 － － 255,000 円 321,200円

⑼ 職員手当の状況【平成31年4月1日現在】
▽扶養・住居・通勤手当

扶養手当
配偶者および父母等 6,500円
子 10,000円
満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子は1人につき5,000円加算

住居手当 借家・借間居住者 支給限度額27,000円

通勤手当
交通機関利用者 支給限度額55,000円
四輪自動車使用者（片道２㎞以上の通勤者） 3,500円～ 31,600円
自転車・バイク使用者（片道２㎞以上の通勤者） 2,600円～ 31,600円

※職制上の段階､職務の級等による加算措置有り
※括弧内は、再任用職員に係る支給割合

管理監督職員以外の職員 管理監督職員
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6月期 1.225月（0.65月）0.9月（0.425月）1.025月（0.55月）1.1月（0.525月）
12月期 1.375月（0.8月）0.95月（0.475月）1.175月（0.7月）1.15月（0.575月）
計 2.6月（1.45月）1.85月（0.9月）2.2月（1.25月）2.25月（1.1月）

▽期末・勤勉手当【平成30年度支給割合】

⑻ 特別職の報酬等の状況等【平成31年4月1日現在】

区　分 給　料 報　酬
市　長 副市長 教育長 議　長 副議長 議　員

報酬等月額 970,000円 826,000円 693,000円 600,000円 540,000円 510,000円
期末手当 6月期 1.575月、12月期 1.775月、計 3.35月（平成30年度支給割合）
※市長は10%、副市長・教育長は5%、給料を減額しています（表の金額は減額後の額）
※特別職の報酬は小山市特別職報酬等審議会の答申を受けて定められています

⑽ 勤務時間の状況【平成31年4月1日現在】
1週間の勤務時間 勤務の開始時刻 勤務の終了時刻 休憩時間
38時間45分 8時30分 17時15分 12時～ 13時

⑾ 年次有給休暇の状況【平成30年度実績】
制度概要 1年度につき20日付与。現年度付与分のみ翌年度に繰り越し可

平均使用日数 12.7日

⑵ 懲戒処分者数
区　分 戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計
処分者数 1人 1人 0人 0人 2人

▽特殊勤務手当（手当の種類：11種類）
職員全体に占める手当支給職員の割合 14.8%
支給対象職員1人当たり平均支給年額 15,304円

▽地域手当

支給対象地域 支給率 国の制度
（支給率） 支給実績 職員1人当たり

年間支給額
小山市 3％ 3％ 131,008千円 111,024円
野木町 6% 6% 4,623千円 220,137円

⒀ 介護休暇の状況【平成30年度実績】
制度概要 取得者数

要介護者を介護するため、介護を必要とする一の継続する
状態ごとに3回まで、通算6月の範囲内で取得可（給与無給） 2人

⑿ 育児休業等の状況【平成30年度実績】
種　類 制度概要 新規取得者数
育児休業 子が3歳に達する日まで取得可（無給） 21人（9人）

部分休業 小学校就学前の子を養育する場合に1日を通じ
て2時間以内で取得可（取得時間は無給） 7人（0人）

育児短時
間勤務

小学校就学前の子を養育する場合に取得可。1週間の
勤務時間を短くできる（勤務時間数に応じて給料支給） 0人

※それぞれ平成30年度の新規取得者数（括弧内は男性職員）

⑴ 地方公務員の服務規律の概要
　すべての職員が、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務
することと、全力を挙げて職務の遂行に専念することが、職員の
服務の根本原則とされています。具体的には、職務に専念する義務、
法令や上司の職務上の命令に従う義務、信用を傷つけ不名誉とな
る行為の禁止、秘密を守る義務、政治的行為の制限、ストライキ
等の争議行為の禁止、営利企業等に従事することの制限などです。

営利企業等の従事の内容 承認職員数
自ら営利を目的とする私企業を営む場合 1人
報酬を得て事業若しくは事務に従事する場合 3人 

4 職員の服務の状況【平成30年度実績】

⑴ 分限処分者数
区　分 降　任 免　職 休　職 降　給 合　計
処分者数 0人 0人 14人 0人 14人

3 職員の分限および懲戒処分の状況【平成30年度実績】

▽退職手当
一般職 自己都合 応募認定・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

職　名 支給率
市長 在職月数×42÷100
副市長 在職月数×25÷100
教育長 在職月数×21÷100

※その他の加算措置　　　　定年前早期退職特例措置 （2～ 45%加算）
※1人当たり平均支給額　　17,567千円

▽時間外手当
年間支給総額 400,201千円 職員1人当たり年間支給額 370千円

※小山市給与条例に基づく給料表の級の区分による職員数

⑵ 服務規律確保のためにとった措置の概要
　文書により、職員に職務遂行上の法令遵守はもとより、私生活
においても市民から信頼される行動を促すとともに、管理監督者
による指導の徹底を図り、職員の服務規律の確保に努めました。
⑶ 営利企業等の従事の状況

⑴ 公務災害補償の制度および認定状況

⑵ 健康管理事業

6 職員の福祉および利益の保護の状況【平成30年度実績】

7 公平委員会の報告関係【平成30年度実績】

地方公務員災害補償基金 一般職員の公務中および通勤途中
の被災に対する補償 2人

小山市議会の議員その他非常勤の職
員の公務災害補償等に関する条例

非常勤職員・臨時職員の公務中お
よび通勤途中の被災に対する補償 0人

5 職員の研修の状況【平成30年度実績】

小山市公平委員会の業務の処理状況
業　務　内　容 件　数

勤務条件に関する措置要求 0　件
不利益処分に関する審査請求 0　件
職員からの苦情の処理 0　件

研修区分 受講者数
小山市単独研修（18講座） 1,589人
小山地区職員研修協議会主催研修（19講座） 758人
栃木県市町村振興協会主催研修（21講座） 138人
派遣研修（35講座） 52人
計（93講座） 2,537人

区　分 対象者 受診者数等
健康診断 定期健康診断 全職員 521人

人間ドック 30歳以上の職員 644人
健康管理
研修会

メンタルへルス研修会 管理監督者 3回
一般職員 3回

ハラスメント防止研修会 全職員 3回
メンタル
ヘルス対
策事業

ストレス健康相談 全職員 19件
カウンセリング相談 全職員 146件
ストレス調査 全職員 結果に応じて医師面接等

の事後フォローを実施

区　分 事業名 主な事業内容
栃木県市
町村職員
共済組合

短期給付事業 職員と家族の病気・出産・災害等に対する給付
長期給付事業 退職・障害・死亡に対する年金や一時金の給付
福祉事業 健康の保持増進、宿泊、貸付、貯金事業等

小山市職
員共済会

補助金事業 人間ドック・PET検査・脳ドック利用助成等
掛金事業 結婚祝金ほか10種、リフレッシュ助成等

⑶ 福利厚生事業
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問市民税課☎22‒9424市県民税の特別徴収について
事業主の皆さまへ
　小山市ならびに県内各市町では、給与所得者に係る
市民税・県民税について特別徴収を推進しています。
所得税の源泉徴収義務のある事業所が対象となってい
ますので、事業主の皆さまには、徴収事務手続きにつ
きましてご理解・ご協力をお願いします。

◆特別徴収の方法
　給与支払者である事業主が、所得税の源泉徴収と同
様に、従業員に毎月支払う給与から市県民税を差し引
き（給与天引き）し、各従業員のお住まいの市町村に
納入していただきます。

◆対象となる従業員
　前年に給与の支払いを受け、かつ4月1日現在におい
て引き続き給与の支払いを受けている従業員が対象で
す。年度途中で入社された従業員については、「特別徴
収への切替届出書」による届出をいただくことにより、
随時、特別徴収へ切り替えることができます（普通徴
収の納期限を過ぎた税額は対象になりません）。

◆給与支払報告書の提出
　市にお住まいの従業員について、令和2（2020）年
度（令和元（2019）年分）給与支払報告書を令和2（2020）
年1月31日㈮までに提出してください。普通徴収に切り
替える従業員がいる場合は、「普通徴収への切替理由書」
を併せて提出してください。マイナンバー制度の導入
により「給与支払報告書」にはマイナンバーの記載が
必要になりましたのでご注意ください。

◆退職者等について
　給与支払報告書の提出後に退職等の異動が生じた従
業員がいた場合、「給与所得者異動届出書」を提出して
ください。ご提出がないと、令和2（2020）年度特別
徴収納税義務者の対象となってしまいます。
※詳細は市ホームページをご覧ください

10月より公的年金から特別徴収が始まる方へ
　公的年金からの特別徴収は、公的年金等を受給して
いる方が、市県民税を年金からの差引きにより納税す
る制度です。
　令和元（2019）年度分で初めてこの制度の対象者
になった方や、前年度途中で特別徴収が停止になった
方は、10月支払い分の公的年金から市県民税の特別徴
収が始まります。

　対象となる方は、6月に通知済みの「市民税・県民
税（普通徴収）納税通知書」の4枚目、「公的年金から
の特別徴収（差引き）について」に税額等の記載があ
りますのでご確認ください。
　なお、公的年金所得について計算した税額のうち、
すでに普通徴収で納めていただいた分を除く税額を特
別徴収で納めていただきます。

◆年度途中で特別徴収が停止になった方へ
　特別徴収が停止し、年金から差引きできなかった税
額は、納付書または口座振替で納めていただきます。
後日、納税通知書を送付しますのでご確認ください。
　また、特別徴収の停止処理には複数の機関が関わる
ことから時間を要するため、一時的に納めすぎになっ
てしまう場合があります。この場合、納めすぎになっ
た額は、後日還付します。

　市税の滞納により差し押さえた不動産を小山市・結城市・栃木市が合同で公売します。
日　　時　12月2日㈪ 13:20 ～（入札開始受付12:50～、入札説明会13:00 ～）
場　　所　小山市立中央公民館　第1研修室
公売方法　期日入札（一般の方も入札に参加できます）
公売財産　小山市の公売財産は宅地・建物など数件を予定

※予告なく中止となる場合があります
※詳細は、小山市納税課、結城市収納課、栃木市収税課の各窓口にて配布の「不動産の公売広報」または各市
　ホームページでご確認ください。結城市・栃木市の公売財産は、結城市収納課（☎0296-34-0413）、栃木
　市収税課（☎0282-21-2281）へお問合せください

小山市・結城市・栃木市による
不動産合同公売会

小山市ホームページ

問納税課☎22‒9444

◆対象となる方
●平成31（2019）年4月1日（基準日）現在65歳以上
●平成30（2018）年中に支払われた公的年金などに  
　対し市県民税が課税されている
●公的年金から介護保険料が特別徴収（差引き）され
　ている
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①特別障害者手当（所得制限あり）
対象　20歳以上で、原則として精神や身体に著しく重度の障がいが重複しており、日常生活で常時特別な介護
を必要とする方
支給額（月額）　27,200円
②障害児福祉手当（所得制限あり）
対象　20歳未満で精神または身体に重度の障がいがあるため、常時介護を必要とする方
支給額（月額）　14,790円
③特別児童扶養手当
対象　20歳未満の障がい児を監護する父母、またはその児童を養育している方
支給額（月額）　１級 52,200円、２級 34,770円
④重度心身障がい児介護手当
対象　身体障がい者手帳の等級が１、２級または療育手帳の程度がA1、
A2の障がい児（20歳未満）を扶養している保護者の方
支給額（月額）　5,000円　※障害児福祉手当とは同時に受給できません

障がい者（児）の方が受給できる手当について

介護保険をご利用の方へ
～介護保険の適正なご利用をお願いします～

問福祉課☎22‒9624

問地域包括ケア推進課☎22‒9549

※各種手当の内容について、
詳しくは福祉課までお問合せ
ください

　介護保険は、利用者数の増加につれて、介護給付費も増加の一途をたどり、令和7（2025）年には要介護・要
支援認定を受ける方が約9千人、年間の介護給付費が155億円との推計が出ています。そのため市では、介護保険
制度を将来にわたり維持させていくために「介護給付適正化事業」を行っています。
●介護給付費通知を送付しています（年間2回（10月と3月）に送付）
　介護サービスの種類や費用等の利用状況を記載した「介護給付費通知」を、介護サービスをご利用されている
方に送付しています。介護サービスのご利用内容に間違いがないか、確認をお願いします。
●ケアプラン点検を実施しています
　介護サービスを利用する時は、ケアマネージャーが自立支援・重度化防止の視点から、利用者の希望や状態に
応じた「ケアプラン」を作成しています。市では「ケアマネジメント指導員」を配置し、「ケアプラン」の内容が
利用者の自立した生活を支援し、利用者の心身の状態にあったものとなっているか専門的見地から確認し、ケア
マネージャーに対して助言を行っています。
●その他各種適正化事業を実施しています
　・要介護認定の適正化　・住宅改修、福祉用具の点検　・縦覧点検、医療状況との突合
　～介護保険は65歳以上の方に納めていただいた「介護保険料」をもとに運営しています。介護保険の適正利用
を心がけましょう～

成年後見制度をご存知ですか? 問（認知症高齢者）
　社会福祉協議会☎22-9545
　地域包括ケア推進課☎22-9853
（知的・精神障がい者）
　障がい児者基幹相談支援センター☎23-5050
　福祉課☎22-9619･9629

　成年後見制度は、認知症や知的障がい、精神障がいなどにより
判断能力が不充分な方に対し、家庭裁判所に選任された後見人が、
ご本人に代わり法律行為を行い、ご本人が安心して暮らせるよう
に支援する制度です。

　▶介護サービス、施設入所の契約▶不動産の管理、保存、処分、収入と支出の管理　など

【法定後見制度】
(既に判断能力が低下している方)
　本人や配偶者、親族等が家庭裁判所に申し立てま
す。後見人とその権限は家庭裁判所が決めます。

■成年後見制度には2つの制度があります

■支援内容

■成年後見制度利用支援
　市では、申し立てる親族がいない方の市長による申立てや、申立て費用･後見人報酬の助成を行っています。

【任意後見制度】
(判断能力が低下した時に備えたい方)
　後見人とその権限は自分で決めることができま
す。判断能力が低下してから支援が開始されます。
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保育園・認定こども園・保育所の
入園・入所および予約申込み

令和2（2020）年度4月からの

受付期間　10/28㈪～11/8㈮8:30 ～ 17:15　　　　
受付場所　①各保育施設
　　　　　　・第1希望が私立保育園の方
　　　　　　・第1希望が認定こども園の方
　　　　　　・第1希望が令和2（2020）年4月より
　　　　　　　認定こども園に移行予定の静林幼稚園、せいほう幼稚園（保育認定）の方
　　　　　②こども課
　　　　　　・第1希望が公立保育所の方　　　　　　　　　　　
対　　象　①令和2（2020）年4月より入所希望の方
　　　　　②令和2（2020）年5月から12月に産休・育休明け復帰と同時に入所を希望している方
　　　　　　※両親ともに1日7時間以上および月140時間以上就労で、産休・育休から同じ職場に復帰する
　　　　　　　場合（同居者が求職等で保育ができる場合は該当しません）また、出産前でも要件を満たして
　　　　　　　いれば入所予約ができます。兄姉についても予約ができます
そ  の  他　・母子健康手帳、個人番号カード等を持参し、お子さんと一緒にお越しください。
　　　　　・必要な書類はこども課、各保育園、認定こども園、保育所、認定こども園に移行予定の幼稚園に
　　　　　　あります。

問こども課☎22‒9614・9615

問建築指導課☎22-9233

10月は建設リサイクル法のパトロール強化月間です
～工事現場には標識を！工事現場内で分別解体を！～
　解体業者と発注者に適正な分別解体および再資源化の意識と関心の向上のため、全国一斉に建築現場等のパト
ロールを実施します。一定規模以上で特定建設資材（木材、コンクリート、アスファルト・コンクリート、コンクリー
トと鉄から成る建材）の廃棄・使用のある建設工事を行う場合、工事の発注者は、工事に着手する７日前までに、
分別解体の計画について、建設リサイクル法の届出が必要となります。

10/15㈫～ 21㈪は違反建築防止週間です
～建築基準法のルールを守って住み良いまちづくり～
　建築基準法は建物を建てるにあたり、皆さまの生命、健康、財産を保護するため、
地震や災害などに対する安全性の確保に関する基準を定めています。この基準は建物
を建てる人、所有する人または管理する人にとって、最低限守らなくてはいけないも
のです。あなたの所有する建物、あるいは建築中の建物が建築基準法のルールを守っ
たものであるか、点検を心がけましょう。

問建築指導課☎22-9233

住宅総合相談会のお知らせ
日　時　11/12㈫13:00 ～ 16:00
会　場　まちなか交流センター「おやま～る」（研修室1）小山市城山町3‒7‒5（城山・サクラ・コモンビル２階）
内　容　住宅に関する相談や問題(耐震対策や空き家の利活用等)について、建築士や司法書士のアドバイスが受けられます。
その他　予約優先、参加無料　※事前予約（（一社）栃木県建築士会☎028-639-3150）をおすすめします

問栃木県県土整備部住宅課
　☎028-623-2483

「児童扶養手当」が年6回支払いになります 問子育て包括支援課
☎22‒9634

　児童扶養手当の支払回数が年3回（4月・8月・12月）から年6回（1月・3月・5月・7月・9月・11月）の隔月
の11日支払いに変わります。11日が休日の場合、休日の前日の平日支払いになります。このことにより11月の
支払いは8月分から10月分までの3カ月分となります。
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　小山市は、昭和29（1954）年3月31日に市制を施行し、平成31（2019）年3月31日で市制65周年を迎えました。
　市では、市制65周年を祝うとともに、今後の更なる発展を目指して、市制65周年記念式典を開催します。
日　時　11/17㈰13時から
会　場　文化センター大ホール
内　容　小山義政公奉納太刀レプリカ完成記念「太刀の舞」、「太刀のレプリカお披露目」、
　　　　市政功労者等表彰、青少年の主張作文コンクール
展　示　小山義政公奉納太刀レプリカ、文書館企画展「平成の小山」、あいさつ運動作品展示ほか

　7月17日に開催された（公財）日本スポーツ協会理事会において、第77回国
民体育大会の栃木県開催と会期が正式決定しました。また、栃木県と（公財）
日本障がい者スポーツ協会および文部科学省との協議により、第22回全国障
害者スポーツ大会の会期も決定しました。両大会の開催に向けて、これからさらに盛り上がっていきますので、
市民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

問行政経営課☎22‒9318

問東京オリ・パラ・栃木国体推進課
　☎23‒0823

市制65周年記念式典

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会開催正式決定
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ト
加
須
」
で
は
、
市
外
・
県
外
ど
な
た
で

も
年
金
の
相
談
や
請
求
手
続
き
、
国
民
年
金
と

厚
生
年
金
の
届
出
書
の
受
付
な
ど
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所　

加
須
市
役
所
本
庁
舎
２
階
（
加
須
市
三

俣
２
丁
目
１-

１
）

受
付
時
間　

８
時
半
〜
17
時
15
分
（
土
・
日
・

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

問
熊
谷
年
金
事
務
所
☎
０
４
８
・
５
２
２
・
５
０
１
２

【
板
倉
町
】

●
秋
の
揚
舟　

谷
田
川
め
ぐ
り

　
「
秋
の
揚
舟 

谷
田
川
め
ぐ
り
」
を
運
航
し
ま

す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
中
で
、
心
休
ま

る
揚
舟
の
旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

運
航
期
間　

10
／
27
㈰
ま
で
の
土
・
日
・
祝
日

会
場　

群
馬
の
水
郷（
板
倉
町
大
字
岩
田
２
４
９
１
‐
３
）

出
航
時
間　

10
時
、
11
時
、
正
午
、
13
時
、
14

時
、
15
時
、
16
時
（
１
日
７
便
）
乗
船
時
間
は

約
１
時
間

※
出
航
時
間
の
15
分
前
ま
で
に
乗
船
手
続
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
当
日
の
天
候
や
河
川
の
状

況
に
よ
り
、
運
休
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

乗
船
料
金　

１
人
千
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

問
板
倉
町
産
業
振
興
課
☎
０
２
７
６
82
１
１
１
１

⑴開催会期
【いちご一会とちぎ国体】（第77回国民体育大会）
　令和4（2022）年10/1㈯～ 10/11㈫　11日間

【いちご一会とちぎ大会】（第22回全国障害者スポーツ大会）
　令和4（2022）年10/29㈯～ 10/31㈪　3日間

⑵小山市での開催競技
【いちご一会とちぎ国体】
　正式競技：水球、新体操、ウエイトリフティング、軟式野球、空手道
　デモンストレーションスポーツ：フォークダンス
【いちご一会とちぎ大会】
　車いすバスケットボール（身体障がい者）
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熱く燃えた「おやまっ子」の夏＜2019＞
今年の夏も「おやまっ子」たちは、暑さに負けずがんばりました。その活躍を紹介します。（全国大会8位以上）

JCDA CHEER DANCE COMPETITION in Summer
Pom部門mini編成

第6位
〔Dance Club Luce・

fairies〕

槁
はしもと

本　陽
ひ な た

菜詩（東城南小3年）
輕
か る べ

部　愛
あ や

彩（大谷北小3年）
山
や ま ね

根　琉
る か

花（大谷北小3年）
大
お お き

木　莉
り の は

乃羽（間々田東小3年）

村田寛名誉会長追悼
第59回空手道

糸東会全国選手権大会
ベスト8

佐
さ と う

藤　楓
ふ う た

太
（大谷東小6年）

2019全日本
青少年空手道
選手権大会

準優勝

知
ち く

久　拓
た く ま

真
（間々田東小5年）

第16回カワイカップ全国新体操競技大会全日本少年少女武道
（なぎなた）錬成大会
試合競技小学3年生の部

ベスト8

小
お が わ

川　美
み づ き

月
（中小3年）

第54回全国道場少年剣道大会小学生団体
準優勝〔練兵館〕

中
なかの

野　有
ゆう

（小山城東小6年）
立
たちき

木　伶
れい

（小山城東小6年）
福
ふくち

地　史
ふみか

佳
（東城南小6年）

大
おおかわら

河原　靖
せいた

太
（大谷東小5年）

第18回全国女子中学生ウエイト
リフティング競技選手権大会

千
ち の

野　虹
なな

栃木enjoyリフターズ（小山第三中3年）

64kg級　優勝

桑
くわばら

原　千
ち な み

菜美
栃木enjoyリフターズ（小山第二中3年）

71kg級　優勝

第33回全国男子中学生ウエイト
リフティング競技選手権大会

塚
つ か だ

田　直
な お と

人
栃木enjoyリフターズ（乙女中3年）

女子の部　優勝

酒
さ か い

井　心
こ こ ね

音
栃木enjoyリフターズ（大谷北小4年）

女子の部　第3位

上
かみじょう

條　杏
きょうか

華
栃木enjoyリフターズ（萱橋小4年）

野
の ざ わ

澤　奈
な お

穂
栃木enjoyリフターズ（小山中3年）

55kg級　準優勝

令和元年度全国小学生ウエイト
リフティング競技交流会

桑
くわはら

原　夢
ゆ め か

果
（若木小6年）

2部ロープ
小学生の部
準優勝

鷹
たかのはし

箸　いぶき
（小山城南小5年）

2部ロープ
小学生の部
第6位

JKAアジア・オセ
アニアチャンピオ

ンシップ2019
ベスト8

請
う け だ

田　夏
な つ や

也
（小山城南中2年）

+102kg級　優勝

第49回全国中学生
バドミントン大会
女子シングルス

第3位

遠
えんどう

藤　美
み は ね

羽
（小山第二中2年）

第49回全国中学校剣道大会
女子個人
ベスト8

石
いしじま

島　蒼
あ お い

依
（小山第三中2年）

宮
み や た

田　彩
あ み

未（小山城南中3年）
小
こいずみ

泉　遥
は る か

香（小山城南中2年）
竹
た け だ

田　心
こ

姫
ひ

花
な

 （小山第三中2年）

輕
か る べ

部　結
ゆ い

愛（大谷北小6年）
竹
た け だ

田　妃
ひ な か

菜花 （小山城東小4年）

Pom部門中学生Small編成
準優勝

〔Dance Club Luce・
growth〕

宮
み や た

田　彩
あ み

未（小山城南中3年）
竹
た け だ

田　心
こ

姫
ひ

花
な

 （小山第三中2年）

Open部門中学生編成
第3位

〔Dance Club Luce・
jasmine☆Luce〕 

第49回全国中学校剣道大会男子団体
ベスト8

石
いしやま

山　嵐
らん た ろ う

太郎（小山第三中3年）
岸
きし

　愛
あ い る

琉（小山第三中3年）
黒
くろかわ

川　拓
た く ま

真（小山第三中3年）
嶋
し ま だ

田　智
と も き

樹（小山第三中3年）
西
に し の

野　聡
さとし

（小山第三中3年）

荒
あらうみ

海　航
こうへい

平（小山第三中3年）
鈴
す ず き

木　佳
か さ ね

実（小山第三中2年） ※チーム画像です

空手ドリームフェスティバル2019
全国大会

寺
てらぐち

口　晃
こうせい

聖
（旭小4年）

型 団体
優勝

立
たちばな

花　勇
ゆ う ま

磨
（大谷北小6年）

型 個人
第3位

立
たちばな

花　梨
り り か

々嘩
（大谷北小4年）

型 個人・団体
優勝

第1回わんぱく相撲女子全国大会
団体

ベスト8

小
こばやし

林　くるみ
（若木小5年）

ベスト8

吉
よ し み

見　娃
あ い り

俐
（小山第二小6年）

個人・団体
第34回とびうお杯
全国水泳競技大会

男子50mバタフライ　  第6位
男子100mバタフライ　第3位

松
ま つ い

井　一
か ず き

樹
（大谷北小6年）

全日本空手道剛柔会全国大会

外
そ と ま

間　春
は る き

喜
（間々田小5年）

準優勝

外
そ と ま

間　旬
じゅん

（間々田小5年）

優勝
小学3年生女子型の部

優勝

外
そ と ま

間　芽
め い さ

生咲
（間々田小3年）

小学5年生男子型の部
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▲寒
さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

最初で最後の「小山藩主」本多正純公
と「小山藩廃藩・祇園城廃城 400年
記念シンポジウム」開催
～小山の歴史を認識し、ふるさと小山
の魅力を全国に発信しよう～

　元和5(1619)年の10月20日、大名駕籠が小山祇園城
を出立しました。それは天正18(1590)年、北関東の覇
者として君臨した名門「小山氏」の滅亡によって主を
失ったものの、慶長13(1608)年4月に徳川家康の懐刀
として幕政を屋台骨として支えた新たな権力者を迎え、
再び栄光の座に復活した中世の名城「祇園城」が、永
久に主を失い「廃城」と化した瞬間でもありました。
　それはまた、父本多正信とともに、慶長期（1596 ～
1614）の駿府・江戸の二元政治のなかで家康側近の筆
頭に位置し、幕閣において権勢を奮った徳川家康の重
臣の入封によって初めて成立した「小山藩」が、消滅
した瞬間でもありました。
　大名駕籠の主は、「本多正純」といいます。
　正純は慶長13（1608）年に下野国小山に3万3千石
を賜わり封ぜられました。天正18（1590）年豊臣秀吉
の小田原北条攻めで北条氏と運命を共にし滅亡した小
山氏の居城が18年振りに、それも家康公のブレーンの
入城により復活したのでした。当時の小山の住民の喜
びは如何ばかりだったでしょうか！
　正純は元和5（1619）年に宇都宮に転封されるまでの、
この小山城主時代に、「禁教令の発令。大阪冬の陣後の
総堀埋め立て奉行。武家諸法度制定。家康公薨去後に
は天海、崇伝とともに家康公
の遺言に基づき久能山神廟造
営総奉行、日光山東照宮造営
総奉行。家康公の霊柩の久能
山より日光山供奉」など、徳
川幕藩体制草創期の基盤を固
める「ブレーン中のブレーン」
として活躍したのです。
　戦国乱世に終止符を打ち、
泰平な世、徳川三百年への道筋を付けたのが「小山評
定」なら、徳川三百年の基礎を固めたのが「小山の殿様」
であったとの発見は、大変誇らしいものであります。
　この歴史的事実を、私たち小山市民が深く認識し、
本多正純公を通してふるさと小山の魅力を全国に発信
すべく、小山市は「小山藩廃藩および祇園城廃城400年」
に当たる今年10月13日㈰に「小山藩廃藩・祇園城廃城
400年記念シンポジウム」を開催いたします。
　皆さま多数のご参加をよろしくお願いします。

　

小
山
市
役
所
新
庁
舎
建
設
工
事
に
伴
い
、

我
が
国
の
歴
史
に
お
い
て
重
要
な
史
実
で
あ

る
「
小
山
評
定
」
を
伝
え
続
け
て
き
た
小
山

評
定
碑
と
そ
の
由
来
碑
が
、
南
東
方
向
へ
約

20
ｍ
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
立
か
ら
37
年
間
経
過
し
て
い
る
小
山
評

定
碑
と
そ
の
由
来
碑
は
、
昭
和
・
平
成
・
令

和
と
時
代
が
移

り
、
人
口
も
大

き
く
増
加
し
、

変
化
し
て
ゆ
く

小
山
の
街
を
見

守
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
小

山
の
街
を
見
守

り
、
史
実
を
伝

え
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

祝 小山市制 65 周年 第 15 回寺野東遺跡縄文まつり
　8月 24日㈯、「祝 小山市制 65周年 第 15回寺野東
遺跡縄文まつり」を開催しました。寺野東遺跡は、平
成 7(1995) 年に国史跡に指定された、縄文人の知恵や
技術の高さを証明した重要な遺跡です。先人が築き上
げた貴重な文化遺産である寺野東遺跡を守り、次の世
代に引き継ぐとともに、
たくさんの方々に愛さ
れる遺跡となるよう、地
域の皆さまとともに「寺
野東遺跡縄文まつり」を
開催し、今回で 15回目
を迎えました。
2019 生井桜づつみ公園ヨシ灯りが開催されました
　渡良瀬遊水地産のヨシで作った「ヨシ灯り」を、渡
良瀬遊水地堤防上の生井桜づつみ公園遊歩道に並べ、

点灯するイベントが、8月
24 日㈯・25日㈰に開催さ
れました。
　小山・栃木両市の地元小
学生や住民の皆さまが作成
した、84基の「ヨシ灯り」
から発せられる優しい灯り
によって、夜の渡良瀬遊水
地堤防上に幻想的な空間が
創り出されていました。

長谷部プロ・第 2回小山市長杯争奪将棋大会　
　長谷部浩平四段は小山市に生まれ市内在住のまま、
平成 30（2018）年 4 月に栃木県出身としては 81 年
ぶりとなる、戦後初のプロ将棋棋士となりました。
　勝ち抜きクラス
では長谷部四段の
指導対局も行わ
れ、参加した子ど
もたちはプロ棋士
から直接指導を受
けるという貴重な
体験に目を輝かせ
ていました。
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　NHK宇都宮放送局と小山市では、「新・ＢＳ日本のうた」の公開収録を実施します。
この番組では、素晴らしい名曲の数々を豪華な出演者がたっぷりとお届けします。
観覧ご希望の方は、次の要領でお申込みください。

日　　時　12/19㈭　開場：18:00　開演：18:40　終演予定：20:40
会　　場　小山市立文化センター大ホール
主　　催　NHK宇都宮放送局、小山市
出演予定　五木ひろし　ほか
司　　会　小松宏司アナウンサー
観覧申込　観覧は無料ですが、入場整理券が必要です。郵便往復はがき（私製を除く）
　　　　　に右記の内容を記入してお申込みください。
＜締め切り＞　11/19㈫【必着】
※10/1㈫から郵便料金が変更になりました。往復はがき：124円⇒126円。
　往信面・返信面とも郵便料金が不足しないようにご注意ください
※応募多数の場合は抽選のうえ、当選の方には入場整理券（1枚で2人入場可）を、
　落選された方にはその旨をお伝えするご案内を12/4㈬頃に発送します
※当選はお一人様1枚とさせていただきます
※1歳以上のお子さまから入場整理券が必要です
※記入に不備があった場合は無効となりますのでご注意ください
※インターネット売買サイト等での入場整理券の売買は固くお断りします。
　転売を目的としたお申込みであると判明した場合には、抽選対象外とさせ
　ていただきます。また、売買が確認された場合は入場をお断りします
※インターネット売買サイト等での入場整理券の偽造や架空出品にともなう
　トラブルが発生しておりますので、くれぐれもご注意ください　
※都合により出演者の変更や公演を中止する場合があります
放送予定　BSプレミアム／未定
問 合 せ　秘書広報局　☎22-9353（平日：8:30 ～ 17:15）
　　　　　NHK宇都宮放送局　☎028-634-9155（平日：9:30 ～ 18:00）
※ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡のほか、
　NHKでは受信料のお願いに使用させていただくことがあります

祝 小山市制65周年記念事業
NHK「新・BS日本のうた」公開収録 観覧者募集

小規模特認校制度による児童募集
「自然豊かな学校で学んでみませんか」
小規模特認校の特色
○少人数でのきめ細やかな学習（目が行き届きやすい）
○多くの活躍の機会（出番がたくさんあります）
○小さな学校ならではの豊かな体験や魅力ある活動（全校遠足、全校鼓笛、農園活動等）
○学年を超えた交流（上級生は下級生の面倒見て、下級生は上級生を見習う良き関係）
1 小規模特認校制度ってなに？
　「小さな学校で学びたい」、「子どもを学ばせたい」という希望者に対して、通学区域にとらわれず、一定条件の
もと、入学や転学を認める制度です。小規模特認校へは、市内どこからでも住所を移すことなく、転入学するこ
とができます。
2 どこの学校で受け入れてくれるの？
　右の2校が対象となります。
児童数は令和元（2019）年5月1日現在です。
3 希望するにはどうするの？
　まずは一度、学校を見学してみてください。学校見学にあたっては、教育委員会教育総務課、または、直接希
望する学校にご連絡ください。年度途中からの転入学も可能です。

問教育総務課☎21‒9646

問秘書広報局☎22‒9353

学校名 児童数 住所 電話番号
下生井小学校 全校児童30人 下生井1546 0280‒55‒0372

網戸小学校 全校児童45人 網戸1514 45‒1732

五木ひろし

　　

栃木県小山市
中央町 1-1-1

小山市役所秘書広報局
シティプロモーション係
「新・BS日本のうた」

担当行

※こちらの面には
抽選結果を印刷します
ので、何も記入しない
でください

往信
3 2 3 8 6 8 6

○○○市○○町
○○ -○○

○○　○○様

※申込者の住所・氏名
をご記入ください

①郵便番号
②住所
③名前
④電話番号

返信

往信用表面 返信用裏面

返信用表面 往信用裏面
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　市民の皆さまが日頃の文化活動の成果を発揮する小山市民文化祭を開催します。開幕祭となる第29回小山市文
化振興大会では、市制65周年を記念し、歌謡・新舞踊・音楽部門による記念公演「祝う　～VIVA 65 ～」を開
催します。文化の秋を彩る市民文化祭をお楽しみください！
期間　10/31㈭～ 12/1㈰　　会場　文化センター、中央公民館他

舞台部門 期間 展示部門 期間
民謡民舞祭 11/4㈪ 書道展 10/31㈭～ 11/4㈪
学校音楽祭（北）11/6㈬ 絵画展

11/6㈬～ 10㈰学校音楽祭（南）11/7㈭ 学校合同作品展（児童）
学校ダンス祭 11/8㈮ 学校合同作品展（生徒）
吟詠剣詩舞祭 11/9㈯ 盆栽展 11/7㈭～ 10㈰

※会場　道の駅思川音楽祭 11/10㈰
洋舞祭 11/23㈯ 工芸・デザイン展 11/22㈮～ 24㈰
新舞踊祭 11/24㈰ 写真展 11/29㈮～ 12/1㈰

邦楽祭 11/30㈯ 茶華道展 11/30㈯～ 12/1㈰
※茶席は12/1㈰のみ

歌謡祭 12/1㈰

祝 小山市制65周年
第66回小山市民文化祭

祝 小山市制65周年
第16回ハンドベルフェスタ in OYAMA

祝 間々田のじゃがまいた国重要無形民俗文化財指定記念
祝 小山市制65周年記念事業 市民オペラ「小山物語」

日　時　10/20㈰13:00 ～ 17:00（開場12:30）　※入場無料
会　場　文化センター大ホール
出　演　市内外のハンドベルチーム
内　容　チームによる演奏およびマスリンギング（合同演奏）
その他　託児有り（事前に問合せください）

　ハンドベルによる天使のハーモニーをお楽しみください！

第29回小山市文化振興大会
（市民文化祭開幕祭）※入場無料
日時　11/2㈯13:00 ～ 15:30
会場　文化センター大ホール
内容　式典および記念公演　
　　　「祝う　～VIVA65 ～」
　　　歌謡・新舞踊部門による　
　　　コラボレーション、音楽　
　　　部門によるベートーベン　
　　　「第九第四楽章」等の合唱

問文化振興課☎22‒9694

問文化振興課☎22‒9662

問文化振興課☎22‒9662

　5年ぶりの再演。中世小山を舞台にした創作オペラ「小山物語」（全3幕）を公募し
た出演者、合唱、オーケストラの参加により上演します。
日　　時　12/8㈰ 開場13:30、開演14:00
会　　場　文化センター大ホール
チケット　一般／前売り券3,000円、当日券3,500円
　　　　　学生券（大学生以下）／ 1,500円（前売り・当日共通）
　　　　　全席自由　10/7㈪9:00から販売開始予定
　　　　　※未就学児同伴の入場はご遠慮ください
プレイガイド　文化センター ☎22-9552、生涯学習センター ☎22-9111
そ の 他　本公演は宝くじの助成を受けて実施します。 　

第20回渡良瀬遊水地フォトコンテスト作品募集
問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22‒9354

応募規定　渡良瀬遊水地内で平成29（2017）年1月1日以降に撮影された未発表の作品。
　　　　　四つ切（ワイド不可）またはA4サイズ。1人3点以内。
申込み　　10/20㈰～ 11/20㈬まで（当日消印有効）に作品裏面に応募票（市ホーム　
　　　　　ページからダウンロード可）を添付し「渡良瀬遊水地フォトコンテスト実行
　　　　　委員会事務局（〒323-1104栃木市藤岡町藤岡1788）」まで郵送。
その他　　必ず市ホームページまたはチラシをご確認の上、ご応募ください。 第19回　最優秀賞

秋山正則　「あけぼの」
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　慶長13（1608）年頃、下野国小山に本多正純（1565 ～ 1637）が入封し、「小山藩」
3万3千石が成立します。正純は、父正信とともに徳川家康に仕えた武将で、関ケ
原合戦前後より頭角をあらわし、駿府大御所政治においては随一の側近と言われま
した。江戸幕府草創期に正純が小山に配されたことは、その地理的重要性も示して
いると言えます。令和元（2019）年は、正純が小山から宇都宮へ移封され、小山
藩が廃藩となって400年に当たります。本展示会では関連資料を含めた多彩な展示
資料から、小山藩と本多正純の実像に迫ります。郷土小山の歴史はもとより、本市
の魅力の再発見につながればと考えています。
会　　　期　10/26㈯～ 12/1㈰
休　館　日　10/28㈪、11/5㈫・11㈪・18㈪・22㈮・25㈪
開 館 時 間　9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）
入　館　料　一般200円（100円）、高校・大学生100円（50円）、中学生・義務教育学校生以下無料
※（ ）内は20人以上の団体料金。今年度の市立車屋美術館の半券で、大人100円、
高・大生50円に割引。11/3㈰（文化の日）・23㈯（勤労感謝の日）は無料
関 連 事 業　申込みは10/8㈫から電話で、先着順。参加無料。
●講談「宇都宮釣天井」
　講談師　神田真紅氏
　日時　11/10㈰13:30 ～ 14:30 ／場所　当館視聴覚室／定員　50人
●講演会「本多正純・忠純による小山・榎本領支配」
　講師　國學院大學栃木短期大学教授　坂本達彦氏
　日時　11/23㈯13:30 ～ 15:00 ／場所　当館視聴覚室／定員　50人

　布にうつしだされる人の存在や記憶に焦点をあてる、染織領域で博士号を持つ呉夏枝の作品を紹介します。呉
の作品に見られる、絣や腰機といった結城紬と共通する技法や、原初的な織りの方法の体験を通して出会う、結
城紬の新たな魅力に会いに来てください。
会　　　期　10/12㈯～12/15㈰
休　館　日　毎週月曜日(10/14㈪、11/4㈪は開館)、10/15㈫・23㈬・25㈮、11/5㈫・22㈮
開 館 時 間　9:00～17:00（入館は16:30まで）
入　館　料　一般400円（団体300円）　高校・大学生250円（団体150円）、中学生・義務教育学校生以下無料
※10/22㈫（即位礼正殿の儀）、11/3㈰（文化の日）・23㈯（勤労感謝の日）は無料
●原初的な織りの技法を体験しませんか？
体験プログラム「ひもづくりからはじまる身ぶり」
近年、呉は数本の棒と自身の身体を使って布を織る、原初的な織りの方法を使って制作をしています。
本展では、その方法を体験する場所を設けます。美術館スタッフとボランティアが体験の手助けをします。
日時　会期中毎日　10:00 ～正午、13:30 ～ 15:30　材料費　100円　※予約不要
●作品募集のお知らせ
「10×15の世界コンテスト展」の作品を公募します。
自由な発想と創造力をいかしたオリジナルなポストカードを募集します。
応募期間　11/1㈮～30㈯　消印有効
作品展示　令和2（2020）年1/18㈯～2/2㈰　展示場所　車屋美術館
応募規定　(1)サイズ：はがき程度（10cm×15cm）※サイズの異なるものは選外となります
　　　　　(2)点数：1人1点まで。※今年から変更になります
　　　　　(3)記載事項：郵便番号、住所、電話番号、氏名、フリガナ、年齢（学生の方は学校名と学年）、
　　　　　　　作品の上下　※必ず明記してください
　　　　　(4)テーマ、素材、技法：自由
　　　　　(5)応募作品の一切の権利は主催者に帰属します。
応募方法　作品裏面に必要事項を記載して、応募期間内に送付、または直接持参ください。
応募上の注意　(1)応募作品は返却しません。(2)出品票に記載された個人情報は、①作品の受付および管理
　　　　　　　②審査結果の連絡・広報③展示のキャプションに使用します。

第72回企画展 小山藩主本多正純
問博物館☎45‒5331祝 小山市制65周年記念事業

開館10周年 第48回企画展「呉
お

夏
は

枝
ぢ

 手にたくす、糸へたくす」
問車屋美術館☎41‒0968祝 小山市制65周年

大坂夏御陣之図
（部分　栃木県立博物館蔵）

本多正純・忠純連署書状
（加賀本多博物館蔵）
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問商業観光課☎22-9317

　小山産の食材で作られるおいしいグルメと有名ご当地グルメが競演するう
まいものおやま評定。豊かな水と肥沃な大地で育て上げられた小麦(イワイノ
ダイチ)で作った開運小山うどんと有名ご当地うどんによる開運小山うどんま
つり。選りすぐりのうまいものが小山に集結！おなかいっぱい食べ比べてく
ださい。
日時　10/13㈰10:00 ～ 15:00　※雨天決行
会場　小山御殿広場（市役所北側）
◆販売方法：現金販売
◆出店（予定）：
≪うまいものおやま評定≫

≪開運小山うどんまつり≫

◆会場で購入いただいた方に各店舗先着100枚開運スクラッチくじ配布
◆流しうどんイベント
時間　10:30 ～ 14:30(正午～ 13:00休憩)
料金　１人500円　※流しうどん器使用　１台(3～ 5人)500円
※出店、イベントの内容、時間は変更になる可能性があります
【展示】
　4月～ 5月に開催した思川桜フォトコンテストの応募作品を展示します。
本イベントの開会式の前に、フォトコンテストの入賞者の表彰も行います。

　史実≪小山評定≫など「開運のまちおやま」を見て・知って・楽
しめるイベント盛りだくさん！
日時　10/13㈰10:00 ～ 15:00
会場　小山御殿広場（小山市役所北側）
◆小学生甲冑武者などによるパレード 
◆小学生甲冑武者による開運夢宣言
◆「私の夢ハガキ」タイムカプセル投函
◆市民劇団＜開運座＞による「小山評定」再現劇
◆小山御殿広場の特設ステージでのステージイベント

第14回おやま開運まつり 問商業観光課☎22-9273

うまいものおやま評定・
開運小山うどんまつり2019

市町名 店名 代表グルメ

小山市
フロンティア おやま（小山北桜高校）小山和牛入りかんぴょうカレーパン
小曽根精肉店 おやま和牛串焼
みそ家米ぞう おやま和牛ステーキ串

日光市 日光揚げゆばまんじゅう本舗 揚げゆばまんじゅう
栃木市 うまか亭 うずまフランク
足利市 旅する餃子 小山かんぴょう餃子
野木町 匠丼屋　てん八 のぎのひまわりバーガー

結城市 株式会社　真盛堂 ゆでまんじゅう
金太郎ラーメン 餃子まん

笠間市 （一財）笠間市農業公社 焼き栗

桐生市 桐生第一高校 まぜ焼きそば
に志きや 焼きまんじゅう

富士宮市 企業組合 富士宮・食のひらめき会 富士宮やきそば

市町名 店名 代表グルメ

小山市 手打つけ汁うどん　藤ヱ門 肉汁うどん
桑の里元気うどん 天ぷら桑うどん

下野市 田舎うどん　力 ホルモン味噌焼きうどん
上三川町 田んぼの中の絶品うどん 花むすび 極上やみつきニンニク拉饂麺（らーうめん）
桐生市 桐生麺類商組合（藤屋第一支店） カレーひもかわ
東松島市 東松島元気なまちづくり委員会 天ぷらのりうどん
加須市 加須手打うどん会 加須手打うどん
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日　時　11/9㈯・10㈰7:00から　
会　場　小山総合公園森のはらっぱ・石ノ上橋河川敷
内　容　◆熱気球フライト○第1フライト：9㈯7:00から　
　　　　　　　　　　　　○第2フライト：9㈯14:30から
　　　　　　　　　　　　○第3フライト：10㈰7:00から
　　　　◆係留体験搭乗（係留されたバルーンに搭乗できます）8:30 ～ 13:00（予定）
　　　　　・風の状況により、実施を見合わせる場合があります。予約不可。
　　　　　・料金　大人1,000円、子ども500円（小・中学生）
　　　　◆熱気球教室　9㈯正午から・10㈰10:00から（予定）
　　　　◆熱気球ナイトグロー＆花火ショー　9㈯18:00 ～ 18:20
　　　　◆バルーン・マルシェ（両日）
　　　　◆気球お絵かきコーナー（両日）
　　　　◆バルーンアート（両日）
　　　　※天候状況等により、一部イベント内容が変わることや中止になることも
　　　　　ありますのでご了承ください

第28回おやまバルーンフェスタ 問おやまバルーンフェスタ
　実行委員会事務局
　☎090-4530-8600
　（11/9㈯・10㈰のみ有効）

　小山市市民活動センターに登録の300余の団体のうち、50余りの団体によって、
7つのゾーンと3つのミニまち実験とで各団体が個性を競い、展示します。

　４回目の「まちなか交流まつり」とし
て、市民活動の特技を生かした小さな「ま
つり」をたくさん集めた宝石箱のような
まつりを目指して、話合いを重ねてきま
した。お待ちしています！

期　間　10/19㈯・20㈰　　
会　場　小山市まちなか交流センター「おやま～る」とその周辺
内　容　「おやま～る」とその隣接の駐車場、公園での出展や体験コーナーなどを楽しく開催します！
　　　　ステージ発表では時間割で活動紹介を、マルシェでは活動品の頒布や福祉施設のお弁当や生産品を販売、
　　　　多文化交流では各国料理の出店とあわせて各国子どもたちの交流を行います。
参加費　入場無料、頒布品や体験ゾーン等での実費相当の負担金がある可能性があります。

おやま～る・まちなか交流まつり2019
今年のテーマは「来ればわかるよ、つながる明

あ し た

日」

　富士山作り、一般盆養菊、懸崖作りなど約400点を展示。今年は市制65周
年を記念して菊人形を設置します。
　11/3㈰には道の駅思川にて菊鉢無料配布を行います。
（数量限定・成人に限る）
期　間　10/19㈯～ 11/10㈰9:00 ～ 16:00
会　場　道の駅思川
※無料配布は無くなり次第終了となります
※11/1㈮は審査会のため、会場へは終日入場できません
※富士山作り展示は11/17㈰までです

第68回小山市菊花大会 問小山晃思会事務局（商業観光課内）☎22-9273

７つのゾーン
(19㈯、20㈰)

福祉のしごとまつり 小山市内の福祉施設の出展

歴史＆文化まつり 学術、芸術活動を行う団体の発表

地域支え合いまつり 福祉と地域づくりを結ぶ活動の紹介

おやまＩＴまつり 暮らしを彩るIT普及活動団体の出展

多文化交流まつり 国際食祭と子どもたちの文化交流

持ち寄りマルシェ 余剰品、授産品、手芸品等のバザー交流

こども遊びゾーン オレンジリボンたすきリレー協賛出展

ミニまち実験
(20㈰のみ)

まちなか交流シネマズ 懐かしい映画を上町会館で上映します

交通まちづくりミニ実験 西口まつり各会場を結ぶバスを運行します

バリアフリーにぎわいづくり 障がいを持った人たちと街に繰り出します

問小山市市民活動センター
　☎20‒5562

バルーンフェスタ特設サイト
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問農政課☎22-9255

－小山の明日への原動力　ここに集結！－
日　時　11/9㈯・10㈰9:00 ～ 16:00
会　場　小山総合公園第2・3駐車場
内　容
 農業祭（小山総合公園第3駐車場）
　●小山の新鮮・安全安心な農産物・鉢花の販売
　●小山の農畜産物を使った加工品
　　（おやま和牛、小山の豚「おとん」、はとむぎ）の販売
　●6次産業化商品（ナマズ、ホンモロコ、はとむぎ、だちょう等）の販売
　●おいしい商品が当たる「お楽しみ抽選会」 など
 商工祭（小山総合公園第2駐車場）
　●市内企業の製品紹介
　●ロボット実演
　●ものづくり子ども教室
　●おやまブランド品等のPR・販売 など
問合先　農政課　　　☎22‒9255（農業祭）
　　　　商業観光課　☎22‒9273（商工祭）
　　　　工業振興課　☎22‒9399（　〃　）

祝 小山市制65周年記念事業

『農業・工業・商業フェスティバル小山65』

日時　11/10㈰9:00 ～ 15:30　
会場　小山広域クリーンセンター
内容　◆おやまエコファミリー認定式、8レンジャー表彰式など
　　　◆リサイクル自転車などの抽選会　◆エコ企業の出展
　　　◆リサイクルフリーマーケット　◆分別クイズ、スタンプラリー
　　　◆肥料（1人1袋限り）、風船の無料配布
　　　◆焼却炉の見学会など 

祝 小山市制65周年記念

おやまエコリサイクルフェア2019

エコリサイクルフェア2019
フリーマーケット出店募集

日　時　11/10㈰9:00 ～ 15:30
場　所　小山広域クリーンセンター
出店料　無料
定　員　先着20人
申込み　10/10㈭8:30から環境課☎22-9286
※営業を目的とする出店は固くお断りします
※商品は、再利用を目的とした中古品に限ります

日時　①10/20㈰9:00 ～ 15:00　②10/27㈰9:00 ～正午【無料フッ素塗布のみ・要事前予約】　
会場　健康医療介護総合支援センター（小山市大字神鳥谷2251-7）
内容　◆健康づくり市民公開講座　　◆いきいき子育てフェスティバル
　　　◆8020運動・健康料理コンクール・四世代家族きずな等表彰
　　　◆口腔がん検診　　◆健康相談　　◆8020運動歯科相談
　　　◆各種健康度測定　◆食生活改善　◆福祉車輌展示・乗車体験など
　　　※10/27㈰はフッ素塗布のみになります。上記の催しはありませんのでご注意ください

祝 小山市制65周年

第34回健康都市おやまフェスティバル

中央清掃センター・南部清掃センター・
リサイクルセンターの11月の開場日変更のお知らせ

　中央清掃センター・南部清掃センター・リサイクルセンター
の開場日が下記のとおり変更になります。
開場日　平日および11/16㈯、23㈯
※11/9㈯（第2土曜日）は開場しません
問環境課☎22-9286、中央清掃センター☎24-3194
　南部清掃センター☎0280-33-3310
　リサイクルセンター☎39-8844

問環境課☎22-9286

問健康増進課☎22-9524

　健康のためのイベントが盛りだくさん。この機会にご家族そろって楽しみながら健康づくりを考えてみませんか。
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問中央図書館☎21-0754

問工業振興課☎22-9397

第4回中央図書館まつり

祝 小山市制65周年
見るも楽し　着るも楽し「小山きものの日」

日時　11/4㈪9:30 ～ 15:00
会場　中央図書館　主催　中央図書館まつり実行委員会
■としょかん朝市　 9:30 ～正午 （正面入口および1階エントランス）　　　
　・地場野菜・果物等の販売
■仲間たちのあゆみ展　9:45 ～ 15:00（第2集会室）
　・図書館関係団体連絡協議会の各団体活動報告展示
■リサイクル市　9:45 ～ 15:00（第1集会室）
　・リサイクル資料（図書・雑誌）の譲与　※持ち帰り用の袋をご持参ください
■DVD上映会 （視聴覚ホール　定員100人  入場無料）
　・午前の部（10:00 ～）ドキュメンタリー「ＴＯＫＹＯ1964　東京オリンピック開催に向かって」
　・午後の部（13:20 ～）ドラマ「父の詫び状」
■絵本の展示　9:45 ～ 15:00（児童開架室　おはなしコーナー）
　・希望者には読み聞かせ

　「小山きものの日」は市の誇る伝統産業「本場結城紬」の情報発信と和装振興のため「きもの」を楽しんでいた
だく催しです。お気軽にご参加ください。
日　時　11/16㈯10:00 ～ 16:00
会　場　ロブレビル6階　生涯学習センター他
●ホール　開会式　大妻女子大学連携協定締結式・基調講演
　　　　　　　　　おもいがわ映画祭コラボ　特別ゲスト出演
　　　　　　　　　小山評定ふるさと大使　きものスタイリスト「石田節子」先生によるトークショー
　　　　　抽選会　1等　本場結城紬の反物が当たる！参加費：500円　参加受付時間：10:00 ～ 15:00
《同時開催！》
●栃木県本場結城紬織物展示会　ギャラリー
　ユネスコ無形文化遺産に登録された伝統的・高度な技を生かして組合員が製作した
「本場結城紬」を展示。糸つむぎ・絣くくり・地機織の実演も行います。
日　時　11/15㈮14:30 ～ 16:00、16㈯10:00 ～ 16:00
問合せ　栃木県本場結城紬織物協同組合☎49-2430
●各種ワークショップの開催
　①本場結城紬のブローチづくり 500円　②まゆクラフト　思川桜のかんざしづくり 500円
　③ル・グランデのデコパージュ　めがねケースづくり 800円　④ハーバリウム体験会 1,000円
　⑤くみひもストラップづくり 1,000円　⑥コースター織り体験 1,000円
●本場結城紬レンタル・着付け　10:00 ～正午　返却時間16:00 ～ 17:00
　①本場結城紬レンタル　10/15㈫～工業振興課にて電話または窓口で予約受付
　料金：2,500円（着付け代を含む）
　②着付け（きものと小物をご持参ください）
　料金：1,000円
●「きもの」着用での参加特典
　「おもてなしの店」（本紙11月号折込み予定）にて、様々なサービスが受けられます。
　「おもてなしの店」スタンプラリーに参加された方に商品券プレゼント
　フォトサービスにて、着物姿を写真にしてプレゼント

スプレー缶・ガス缶、ライターは
「有害ごみ」の日に出してください

　スプレー缶・ガス缶、ライターは、今年4月から「不燃ごみ」から「有害ごみ」に
分別区分が変更になりました。いずれも使い切って、出してください。「有害ごみ」は、
①蛍光灯、②電池類、③スプレー缶・ガス缶、④ライター、⑤使用済小型家電に、そ
れぞれ袋を分けて収集所に出してください。

問環境課☎22‒9286

「おもいがわ映画祭」も同日開催！
詳細は「広報おやま11月号」をご覧ください。

図書館見学ツアー
　書庫や館内各コーナーの案内を行います。
時　間　14:00 ～ 15:00
申込み　当日10:00から中央サービス
　　　　デスクにて受付
定　員　30人



家
康
の
側
近

　

正
純
の
父
正
信
も
ま
た
、
家
康
の
側
近
と
し

て
そ
の
智
謀
を
知
ら
れ
た
人
物
で
し
た
。

　

慶
長
10
（
１
６
０
５
）
年
に
家
康
が
子
の
秀

忠
に
将
軍
職
を
譲
っ
て
大
御
所
と
な
り
、
江
戸

か
ら
駿
府
に
移
る
と
、
正
純
は
家
康
に
従
い
ま

し
た
。
江
戸
に
は
正
信
が
残
っ
て
将
軍
秀
忠
を

補
佐
し
た
た
め
、
正
信
・
正
純
の
親
子
は
徳
川

幕
藩
体
制
の
確
立
期
に
、
重
要
な
役
割
を
担
っ

た
と
言
え
ま
す
。

　

慶
長
12
（
１
６
０
７
）
年
に
駿
府
城
の
本
丸

が
火
災
で
焼
失
す
る
と
、
家
康
は
し
ば
ら
く
正

純
の
屋
敷
に
滞
在
し
て
お
り
、
そ
の
信
頼
の
深

さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
こ
ろ

は
大
坂
城
に
豊
臣
氏
が
健
在
で
、
西
国
の
外
様

大
名
た
ち
の
動
向
も
予
断
を
許
さ
ず
、
政
治
的

に
緊
張
し
た
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
正
純

は
容
易
に
家
康
の
も
と
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き

ず
、
新
た
に
領
主
と
な
っ
た
小
山
の
地
を
踏
む

こ
と
は
、
中
々
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
け
れ
ど
も
、正
純
は
小
山
に
家
臣
を
派
遣
し
、

検
地
や
寺
社
領
の
安
堵
、
在
地
で
の
家
臣
の
取

り
立
て
な
ど
、
着
実
に
藩
政
の
基
盤
を
構
築
し

た
よ
う
で
す
。
こ
れ
に
は
、
正
純
よ
り
先
に
隣

接
す
る
榎え
の
も
と本
（
栃
木
市
）
に
一
万
石
で
入
封
し

て
い
た
、
弟
の
忠
純
の
協
力
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

正
純
は
武
功
よ
り
も
内
政
や
外
交
に
能
力
を

発
揮
す
る
武
将
で
し
た
が
、
関
ヶ
原
の
戦
い
や

大
坂
冬
の
陣
・
夏
の
陣
に
は
家
康
に
従
っ
て
参

戦
し
て
い
ま
す
。
大
坂
城
陥
落
の
決
め
手
と
な
っ

た
外
堀
・
内
堀
の
埋
め
立
て
は
、
正
純
の
献
策

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
和
２
（
１
６
１
６
）
年
に
家
康
が
没
す
る
と
、

正
純
は
江
戸
に
移
っ
て
年
寄
（
後
の
老
中
）
と

し
て
将
軍
秀
忠
を
補
佐
し
、
引
き
続
き
幕
政
に

重
き
を
な
し
ま
し
た
。
関
ヶ
原
の
戦
い
以
前
か

ら
家
康
に
近
侍
し
て
き
た
正
純
に
対
し
て
、
さ

し
も
の
将
軍
秀
忠
も
遠
慮
が
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
し
だ
い
に
う
と
ま
し
く
思
う
よ
う
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　

元
和
５
（
１
６
１
９
）
年
、
正
純
は
石こ
く
だ
か高
を

加
増
さ
れ
て
宇
都
宮
に
転
封
と
な
り
ま
す
。
同

８
（
１
６
２
２
）
年
に
は
、
改
易
と
な
っ
た

最も
が
み上
義よ
し
と
し俊
の
居
城
受
け
取
り
の
上
使
と
し
て
、

正
純
は
山
形
に
赴
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
後
を
追

う
よ
う
に
、
幕
府
の
使
者
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

使
者
は
正
純
を
問
責
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
、

奉
公
不
足
を
理
由
に
、
秀
忠
は
正
純
に
出で
わ
の
く
に

羽
国

由ゆ

り利
（
秋
田
県
）
へ
の
減
転
封
を
命
じ
た
の
で
す
。

こ
れ
を
拒
否
し
た
正
純
は
、
嫡
男
正
勝
と
と
も

に
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
の
も
と
に
配
流
さ
れ
、
生

涯
幽
閉
先
か
ら
出
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

正
純
が
改
易
と
な
る
直
前
の
元
和
８
年
４
月

の
日
光
社
参
の
帰
路
、
秀
忠
は
急
遽
予
定
を
変

更
し
て
宇
都
宮
に
立
ち
寄
ら
ず
、
壬
生
を
経
て

江
戸
に
帰
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
後
世
、

そ
の
末
路
と
あ
い
ま
っ
て
、
正
純
は
宇
都
宮
城

に
釣
天
井
を
仕
掛
け
、
将
軍
の
暗
殺
を
企
て
て

い
た
、
と
い
う
風
説
が
流
布
し
て
い
き
ま
し
た
。

博
物
館　

学
芸
員　

佐
久
間　

弘
行

17　広報小山 2019.10月号

シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○195

小
山
藩
主
本ほ

ん

だ多
正ま

さ

ず

み純

　

江
戸
時
代
初
期
の
慶
長
13
（
１
６
０
８
）
年
頃
に
、
本
多

正
純
（
１
５
６
５
〜
１
６
３
７
）
が
３
万
３
千
石
で
下
野

国
小
山
に
封
じ
ら
れ
ま
し
た
。
大
名
と
し
て
の
規
模
は
小
さ

く
と
も
、
正
純
は
大
御
所
と
し
て
駿す

ん
ぷ府

（
静
岡
市
）
に
君
臨

し
続
け
る
徳
川
家
康
の
側
近
筆
頭
で
あ
り
、
幕
政
に
大
き
な

影
響
力
を
持
つ
実
力
者
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
要
人
を
配
置

し
た
の
で
す
か
ら
、
家
康
は
小
山
を
戦
略
的
な
要
衝
と
み

な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
や
が
て
正
純
は
元
和
５

（
１
６
１
９
）
年
に
宇
都
宮
15
万
５
千
石
に
転
封
と
な
り
、
小

山
藩
は
わ
ず
か
十
年
余
で
歴
史
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

『釣天井宇都宮奇談』（小山市立博物館蔵）
に描かれた本多正純

正純が改易の上意を受けた山形城跡



●
イ
ベ
ン
ト

第
22
回
思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

施
設
公
開
デ
ー

日
時　

10
／
12
㈯
９
時
〜
正
午

会
場　

思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー(

野

木
町
大
字
野
木
２
２
５
２‒

２)

内
容　

下
水
道
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
展

示
・
表
彰
、
水
処
理
施
設
見
学
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ク
イ
ズ
コ
ー

ナ
ー
、
水
質
検
査
体
験
コ
ー
ナ
ー

問
思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
０
57
０
５
５
５

小
山
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ

in
２
０
１
９

日
時　

10
／
12
㈯
９
時
〜
17
時
・

13
㈰
９
時
〜
15
時
半

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

内
容　

作
品
展
示
、
小
物
販
売
、

映
画
会
（
12
㈯
午
前
）、
お
茶
会
・

歌
声
喫
茶
（
12
㈯
午
後
）、
落
語

会
（
13
㈰
午
前
）

問
小
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
28
４
１
３
０

ペ
ガ
ス
ス
座
を
見
つ
け
よ
う

〜
は
く
ち
ょ
う
座
二
重
星
を
み
よ
う
〜

日
時　

10
／
12
㈯
18
時
半
〜
20
時

会
場　

生
井
公
民
館

※
駐
車
場
は
Ｊ
Ａ
お
や
ま
生
井
支
店

内
容　

ほ
っ
し
ー
★
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

号
で
の
天
体
観
望
会
※
曇
り
や
雨

の
場
合
は
中
止
。
当
日
、
実
施
時

刻
の
１
時
間
前
に
電
話
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
当
日
、
11
時
〜
12
時
半
に
、

博
物
館
駐
車
場
に
て
太
陽
観
測
会

も
実
施

問
博
物
館
☎
 45
５
３
３
１

第
12
回
桑
絹
商
工
会
ふ
れ
あ
い
祭
り

日
時　

10
／
14
㈪
９
時
15
分
〜
14
時
半

会
場　

絹
ふ
れ
あ
い
の
郷
、
南
ス

テ
ー
ジ
周
辺

問
桑
絹
商
工
会
☎
22
４
５
２
３

ゆ
め
ま
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り

日
時　

10
／
19
㈯
９
時
〜
15
時

会
場　

小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）、
城
南
公
園

内
容　

利
用
団
体
の
舞
台
発
表
や

展
示
、
売
店
や
抽
選
会
な
ど

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
27
９
９
３
５

フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ル
シ
ェ
２
０
１
９

日
時　

10
／
19
㈯
10
時
〜
15
時

場
所　

み
ぶ
ハ
イ
ウ
ェ
ー
パ
ー
ク

（
壬
生
町
大
字
国
谷
１
８
７
０‒

２
）

内
容　
「
令
和
も
が
ん
ば
っ
ぺ
！

栃
木
の
若
手
農
家
大
集
合
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
消
費
者
に
直
接
と
ち

ぎ
の
農
産
物
や
加
工
品
を
販
売
す

る
な
か
で
、
と
ち
ぎ
の
農
産
物
の

良
さ
や
地
元
農
産
物
を
こ
れ
か
ら

支
え
て
い
く
農
業
青
年
の
情
熱
に

ふ
れ
て
も
ら
い
、
地
産
地
消
の
大

切
さ
や
と
ち
ぎ
の
農
産
物
の
す
ば

ら
し
さ
、農
業
青
年（
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
）

の
活
動
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

※
当
日
は
県
内
各
地
の
農
産
物
を

多
数
用
意
し
ま
す

問
栃
木
県
農
政
部
経
営
技
術
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
３
２
２

第
８
回
新
小
山
市
民
病
院

ふ
れ
あ
い
祭
り

日
時　

10
／
20
㈰
９
時
50
分
〜
15
時

会
場　

新
小
山
市
民
病
院

内
容　

ミ
ニ
講
演
会
、
身
体
測
定

コ
ー
ナ
ー
（
メ
タ
ボ
チ
ェ
ッ
ク
・

血
管
機
能
測
定
・
認
知
症
テ
ス
ト

な
ど
）、
キ
ッ
ズ
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
調
剤
・
エ
コ
ー
・
内
視
鏡
操
作
・

白
衣
体
験
な
ど
）、相
談
コ
ー
ナ
ー

（
育
児
・
介
護
・
お
薬
等
）、
模
擬

店
（
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
綿
あ
め
・

輪
投
げ
・
射
的
な
ど
）、
バ
ザ
ー
、

キ
ッ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

問
同
院
☎
36
０
２
８
２

懐
か
し
の
映
画
上
映
会

　

懐
か
し
い
映
画
を
観
て
元
気
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
／
20
㈰
①
11
時
〜
②
14
時
〜

会
場　

上
町
会
館
１
階

上
映
作
品　

①
「
喜
び
も
悲
し
み

も
幾
歳
月
」
②
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」

定
員　

各
回
40
人

※
無
料
、
申
込
不
要

※
小
山
駅
西
口
エ
リ
ア
の
昔
が
分

か
る
写
真
展
示
も
行
い
ま
す

主
催　

根
っ
こ
の
会
、
ま
ち
の
駅

お
や
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

問
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

☎
⒇
５
５
６
２

２
０
１
９
ワ
ン
ワ
ン
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　

10
／
20
㈰
９
時
〜
正
午

※
雨
天
中
止

会
場　

三
王
山
ふ
れ
あ
い
公
園

（
下
野
市
三
王
山
７
０
０‒

1)

内
容　

盲
導
犬
体
験
、
ポ
ニ
ー
乗

馬
体
験
、
１
日
獣
医
体
験
、
動
物
健

康
・
し
つ
け
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
環
境
課
☎
 22
９
２
９
０

お
は
な
し
び
っ
く
り
箱

日
時　

10
／
29
㈫
10
時
半
〜
11
時

会
場　

小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
プ
レ
イ
ル
ー
ム

内
容　

絵
本
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝

居
な
ど

対
象　

未
就
学
児
※
要
保
護
者
同
伴

※
無
料
、
申
込
不
要

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
27
９
９
３
５

防
災
え
ん
に
ち
２
０
１
９

〜
た
の
し
く
遊
び
な
が
ら

防
火
・
防
災
を
学
ぼ
う
〜

日
時　

11
／
９
㈯
９
時
〜
13
時

※
入
退
室
自
由

会
場　

城
山
サ
ク
ラ
コ
モ
ン
公

園
、ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー「
お

や
ま
〜
る
」

内
容　
「
お
や
ま
〜
る
」
の
避
難

訓
練
に
合
わ
せ
て
、
地
域
の
防
災

や
避
難
所
で
の
快
適
さ
の
向
上

策
、
日
ご
ろ
の
防
災
活
動
の
仕
方

に
つ
い
て
、
遊
び
な
が
ら
楽
し
く

学
び
ま
す
。

参
加
費　

無
料
※
材
料
費
が
必
要

な
体
験
ブ
ー
ス
あ
り

問
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

☎
⒇
５
５
６
２

第
18
回 

O
y
a
m
a

イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

２
０
１
９

日
時　

11
／
10
㈰
10
時
〜
15
時

会
場　

桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
マ
ル
ベ
リ
ー
館
）

内
容　
「
世
界
を
知
ろ
う
！
な
か

よ
く
な
ろ
う
！
楽
し
も
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
世
界
の
料
理
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
楽
し
い
体
験

コ
ー
ナ
ー
等
を
開
催

問
小
山
市
国
際
交
流
協
会

☎
23
１
０
４
２

●
ス
ポ
ー
ツ

お
や
ま
の
ま
ち
de
開
運
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
「
風
薫
る
巴
波
川
コ
ー
ス
」

日
時　

10
／
12
㈯
、
受
付
：
８
時

半
〜
、
開
会
式
：
９
時
〜

集
合
場
所　

寒
川
小
学
校

コ
ー
ス　

雷
電
橋
、
落
合
橋
、
昇

明
橋
、
緑
川
橋
、
巴
波
川
決
壊
口

祈
念
公
園
（
約
6.5
㎞
）
※
無
料

問
寒
川
公
民
館
☎
 38
１
０
０
２

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

下
都
賀S

p
o
rts
 D
a
y

日
時　

10
／
19
㈯
８
時
45
分
〜
正
午

会
場　

壬
生
町
総
合
運
動
場
体

育
館
（
壬
生
町
大
字
壬
生
甲

３
８
２
８
）
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対
象　

幼
児
以
上
※
幼
児
は
要
保

護
者
同
伴
。
障
害
の
あ
る
方
は
付

添
者
の
帯
同
が
必
要

内
容　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
（
人
数
制

限
の
た
め
当
日
８
時
半
か
ら
先
着

順
に
受
付
）、
ボ
ッ
チ
ャ
、
卓
球

バ
レ
ー
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
、
ス

ナ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
な
ど

※
ス
ポ
ー
ツ
体
験
後
、
抽
選
会
あ
り

服
装
・
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服

装
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

問
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
・
廣
瀬

☎
 23
５
０
８
３

市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

日
時　

10
／
20
㈰
８
時
か
ら

※
小
山
市
役
所
集
合
。
小
雨
中
止

距
離　

35
㎞
＆
75
㎞（
小
山
市
内
）

対
象　

小
学
４
年
生
以
上

参
加
費　

500
円
（
保
険
料
等
）

※
当
日
会
場
に
て
集
金

持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
、
帽
子
、

手
袋
、
そ
の
他
各
自
必
要
な
物

※
35
㎞
コ
ー
ス
は
昼
食
不
要

※
自
転
車
は
各
自
整
備
し
て
く
る
こ
と

申
込
み　

当
日
会
場
に
て
受
付

問
小
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・

吉
原
☎
27
６
１
２
１

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
6.5
㎞

日
時　

11
／
３
㈰
８
時
45
分
集
合

コ
ー
ス　

石
橋
駅
（
西
口
）
集
合

↓
孝
謙
天
皇
神
社
↓
姿
川
Ｓ
ロ
ー

ド
↓
き
ら
ら
館
↓
グ
リ
ム
の
森
↓

開
雲
寺
↓
石
橋
駅
（
西
口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

当
日
は
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

ジ
ュ
ニ
ア
講
習
会
お
よ
び
卓
球
教
室

日
時　

11
／
９
・
16
・
23
・
30
、

12
／
７
の
各
土
曜
（
全
５
回
）

場
所　

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３
〜
６

年
生
・
20
人
程
度
（
先
着
）

参
加
費　

千
円
（
保
険
料
等
）

持
ち
物　

上
履
き
、
ラ
ケ
ッ
ト
、

タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
出
可

申
込
み　

10
／
10
㈭
〜
25
㈮
の
平
日

10
時
〜
17
時
に
、
参
加
費
を
添
え
て

（
公
財
）
小
山
市
体
育
協
会
事
務
局

問
（
公
財
）
小
山
市
体
育
協
会
事

務
局
☎
 30
５
８
５
６

第
62
回
小
山
駅
伝
競
走
大
会

日
時　

11
／
23
㈯
開
会
式
：
８
時
〜

※
小
雨
決
行

会
場　

乙
女
中
学
校
周
辺
特
設

コ
ー
ス

部
門　

①
小
学
生
男
女
混
合
の
部

②
中
学
男
子
の
部
③
中
学
女
子
の

部
④
高
校
・
一
般
男
子
の
部
⑤
高

校
・
一
般
女
子
の
部

参
加
費　

①
②
③
１
チ
ー
ム
２
千
円

④
⑤
１
チ
ー
ム
３
千
円

申
込
み　

10
／
29
㈫
ま
で

※
詳
細
は
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
大
会
要
項
」
参
照

問
（
公
財
）
小
山
市
体
育
協
会
事

務
局
☎
 30
５
８
５
６

●
お
知
ら
せ

宝
く
じ
の
助
成
金
で

整
備
さ
れ
ま
し
た

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
活
動
と

し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入

を
財
源
に
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
小
山
市
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
よ
る
助

成
を
受
け
、
以
下

の
整
備
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

①
消
防
団
員
間
通
信
機
器

今
年
度
92
台
の
消
防
団
員
間
通
信

機
器
（
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
）
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

②
六
軒
自
治
会
館
の
建
設

六
軒
自
治
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
建
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
の
拠
点
と
し
て
積
極
的
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

問
①
小
山
市
消
防
本
部
総
務
課

☎
 39
６
６
５
５

②
市
民
生
活
課
☎
22
９
２
４
８

野
木
町
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の

訓
練
配
信
に
つ
い
て

　

野
木
町
で
全
町
避
難
訓
練
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、緊
急
速
報
メ
ー

ル
の
訓
練
配
信
を
行
い
ま
す
。

　

小
山
市
内
に
お
い
て
も
、
緊
急
速

報
メ
ー
ル
に
対
応
し
た
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
お
持
ち
の

方
は
受
信
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に
設
定
し
て

い
て
も
音
が
出
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

配
信
日
時　

10
／
６
㈰
８
時
半

頃
、９
時
頃
、９
時
半
頃（
計
３
回
）

問
小
山
市
消
防
本
部
危
機
管
理
課

☎
39
６
６
６
１

野
木
町
総
務
課
消
防
交
通
係

☎
 ０
２
８
０
57
４
１
１
２

口
座
振
替
と
現
金
納
付
の
比
較

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口

座
振
替
の
前
納
・
早
割
を
利
用
す

る
と
割
引
さ
れ
ま
す
。
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末
で

す
が
、
当
月
末
に
口
座
振
替
に
て

納
付
す
る
方
法
は
「
早
割
」
と
な

り
、
月
50
円
（
年
間
600
円
）
の
割

引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
現
金

納
付
の
場
合
は
、
当
月
末
納
付
で

も
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

６
カ
月
分
、
１
年
分
、
２
年
分
を

ま
と
め
て
前
納
す
る
と
現
金
納
付

よ
り
も
さ
ら
に
割
引
と
な
り
ま

す
。
前
納
種
類
に
よ
り
提
出
期
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

申
込
み　
「
国
民
年
金
保
険
料
口

座
振
替
納
付
申
出
書
」
に
必
要
な

事
項
を
記
入
し
押
印
（
銀
行
届
出

印
）
後
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所

や
金
融
機
関
の
窓
口
、
国
保
年
金

課
窓
口
に
提
出

問
栃
木
年
金
事
務
所

☎
 ０
２
８
２
22
４
１
３
１

国
保
年
金
課
☎
 22
９
４
１
６

２
０
１
９
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス-

基
礎
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

期
間　

６
月
〜
令
和
２
年
３
月

内
容　

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
を

対
象
に
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
調
査
は
第
１
期
か
ら
第
５
期

ま
で
の
５
期
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
２
カ
月
ず
つ
実
施
さ
れ
ま
す
。

10
月
か
ら
は
第
３
期
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
10
月
の
中
旬
頃
か
ら
、

調
査
員
が
各
事
業
所
を
伺
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
行
政
経
営
課
☎
 22
９
３
１
２

小
山
市
戦
没
者
追
悼
式

　

戦
争
で
亡
く
な
っ
た
多
く
の

人
々
へ
の
追
悼
の
意
を
表
し
、
平

和
の
大
切
さ
を
継
承
し
て
い
く
た

め
、戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

日
時　

10
／
７
㈪
10
時
〜
正
午

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

問
福
祉
課
☎
 22
９
６
１
２
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自
死
遺
族
の
会

　

大
切
な
方
を
自
死
に
よ
り
亡
く

さ
れ
た
…
…
、
そ
の
想
い
を
わ
か
ち

あ
え
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
／
15
㈫
14
時
か
ら

（
偶
数
月
第
３
火
曜
日
開
催
）

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

近
親
者
だ
け
で
は
な
く
、

親
し
い
友
人
を
亡
く
し
た
方
で

も
、
つ
ら
い
思
い
を
抱
え
た
方
で

あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
市
外
の
方
も
可

※
無
料
、
申
込
不
要

問
福
祉
課
☎
 22
９
６
１
９

隣
接
校
希
望
選
択
制

　

本
人
お
よ
び
保
護
者
の
希
望
に

よ
り
、
指
定
さ
れ
た
学
校
の
学
区

と
接
し
て
い
る
他
の
学
校
へ
の
入

学
を
可
能
と
す
る
制
度
で
す
。

対
象　

来
年
度
中
学
校
に
入
学
す

る
児
童

受
付
期
間　

10
／
17
㈭
〜
31
㈭

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
※
期

間
を
過
ぎ
る
と
申
請
で
き
ま
せ
ん

会
場　

学
校
教
育
課

持
ち
物　

印
鑑
（
申
請
書
類
は
学

校
教
育
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

問
学
校
教
育
課
☎
 22
９
６
３
２

下
水
道
施
設
を
見
に
行
こ
う
！

　

思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
下

水
道
施
設
の
見
学
会
」
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
下
水
道
施
設
を
見
に

行
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、「
出
張

げ
す
い
ど
う
教
室
」
も
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
 ０
２
８
０
57
０
５
５
５

「
家
庭
系
食
品
ロ
ス
削
減
調
査
」

実
施
の
お
知
ら
せ

　

10
月
中
に
県
事
業
「
家
庭
系
食

品
ロ
ス
削
減
調
査
」
が
小
山
市
内

に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
収
集
所
か
ら
回
収
し

た
可
燃
ゴ
ミ
の
中
に
含
ま
れ
る
食

品
の
割
合
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

問
環
境
課
☎
22
９
２
８
６

保
留
地
販
売

（
小
山
東
部
第
一
土
地
区
画
整
理
組
合
）

販
売
箇
所　

区
画
整
理
地
内
保
留
地

販
売
説
明
会　

11
／
９
㈯
・
10
㈰

10
時
〜
16
時
【
会
場
：
109
街
区
特

設
会
場（
同
組
合
事
務
所
の
北
東
）

※
荒
天
時
は
同
組
合
事
務
所
】

販
売
会　

12
／
８
㈰
10
時
〜
（
受

付
：
９
時
20
分
〜
）【
会
場
：
同

組
合
事
務
所
】

問
区
画
整
理
課
☎
 22
９
３
８
６

家
庭
緑
化
用
苗
木

【
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
】
無
料
配
布

日
時　

11
／
10
㈰
９
時
半
〜
11
時

会
場　

市
農
業
祭
会
場
内
（
小
山

総
合
公
園
第
３
駐
車
場
）

対
象　

市
内
在
住
の
方
・
先
着
200
人

※
１
人
１
本

申
込
み　

11
／
６
㈬
ま
で
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
添
え
て
、

以
下
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
水
と
緑
の
推
進
課
宛
て
申
込
み

①
郵
送
（
〒
３
２
３
‐
８
６
８
６

　

小
山
市
中
央
町
１‒

１‒

１
）

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
９
８
０
０

③
電
話
☎
 22
９
８
８
１

④
水
と
緑
の
推
進
課
窓
口
（
市
役

所
別
館
２
階
）
に
て
直
接

令
和
元
年
分
年
末
調
整
等
説
明
会

日
時　

11
／
20
㈬

　
　
　

第
１
回
：
10
時
〜
12
時
半

　
　
　

第
２
回
：
14
時
〜
16
時
半

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

対
象　

小
山
市
・
下
野
市
・
野
木
町

を
納
税
地
と
す
る
源
泉
徴
収
義
務
者

※
11
月
上
旬
に
送
付
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
持
参
く
だ
さ
い

※
併
せ
て
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

等
の
説
明
も
実
施
予
定（
30
分
程
度
）

問
栃
木
税
務
署

☎
 ０
２
８
２
22
１
８
０
５

成
人
式
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

日
時　

令
和
２
年
１
／
12
㈰
10
時
か
ら

会
場　

市
内
全
中
学
校
お
よ
び
義

務
教
育
学
校　

対
象　

平
成
11
年
４
／
２
〜
平
成

12
年
４
／
１
生
ま
れ
の
方

※
10
／
１
㈫
現
在
、
小
山
市
に
住

民
登
録
の
あ
る
方
へ
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。
転
入
・
転
出
さ
れ
た

方
も
出
席
で
き
ま
す
の
で
、
小
山

市
に
住
民
登
録
の
な
い
方
は
、
お

問
合
せ
く
だ
さ
い

問
生
涯
学
習
課
☎
 22
９
６
６
５

●
募
集

祝 

小
山
市
制
65
周
年

第
３
回
開
運
の
ま
ち
『
お
や
ま
』

景
観
賞
作
品
募
集

　

住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の

小
山
市
を
目
指
し
、
魅
力
的
な
ま

ち
な
み
景
観
に
貢
献
し
て
い
る
ヒ

ト
（
個
人
、
団
体
、
事
業
者
等
）

や
美
し
い
ま
ち
な
み
を
形
成
す
る

モ
ノ
（
建
築
物
等
）
を
よ
り
多
く

し
て
い
く
た
め
、
素
敵
な
ヒ
ト
、

素
敵
な
モ
ノ
を
対
象
に
開
運
の
ま

ち
『
お
や
ま
』
景
観
賞
と
し
て
表

彰
し
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

募
集
期
間　

10
／
１
㈫
〜
11
／
29
㈮

応
募
方
法　

応
募
用
紙
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
記
入
の
上
、
都
市
計
画
課
に
提

出
（
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
・
直
接

窓
口
へ
）

問
都
市
計
画
課
☎
22
９
２
０
３

ザ
・
ゴ
サ
ー
ド
・
シ
ス
タ
ー
ズ

コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

10
／
22
㈫
15
時
開
演

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

参
加
費　

全
席
指
定
５
千
800
円

申
込
み　

文
化
セ
ン
タ
ー
☎
 22

９
５
５
２

み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
体
操
教
室
（
下
期
）

日
時　

毎
月
第
４
土
曜
10
時
〜
11
時

（
10
／
26
、
11
／
23
、
12
／
28
、

令
和
２
年
１
／
25
、
２
／
22
、
３

／
28
）

会
場　

小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
公
認
指

導
士
に
よ
る
教
室　

持
ち
物　

上
履
き

※
無
料
、
申
込
不
要

問
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
☎
 27
９
９
３
５

小
山
市
城
北
児
童
セ
ン
タ
ー

「
母
親
ク
ラ
ブ
い
ち
ご
会

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
」

日
時　

10
／
23
㈬
10
時
半
〜
11
時
半

会
場　

小
山
市
城
北
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象　

０
歳
〜
未
就
園
児
の
親
子

・
先
着
20
組
※
無
料

申
込
み　

同
児
童
セ
ン
タ
ー
に
来

館
も
し
く
は
電
話
☎
24
０
６
２
９

お
や
ま
移
住
者
交
流
会

期
日　

10
／
26
㈯

会
場　

小
山
御
殿
広
場

内
容　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ
参

加
と
交
流

対
象　

移
住
後
３
年
未
満
の
方

※
要
申
込
み

※
詳
細
・
申
込
方
法

は
下
記
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
工
業
振
興
課
☎
22
９
３
７
６

子
育
て
ひ
ろ
ば
「
パ
パ
と

い
っ
し
ょ
に
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
」

日
時　

11
／
２
㈯
10
時
〜
正
午

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階
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対
象　

概
ね
６
カ
月
〜
1
歳
未
満

の
乳
児
と
そ
の
父
母
・
先
着
10
組

申
込
み　

10
／
15
㈫
以
降
の
９

時
〜
17
時
に
、
こ
ど
も
課
☎
 22

９
６
１
４

折
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時　

11
／
２
㈯
10
時
〜
正
午

会
場　

博
物
館　

視
聴
覚
室

内
容　

晩
秋
の
風
物

定
員　

25
人

参
加
費　

100
円
※
折
紙
持
参

申
込
み　

10
／
１
㈫
９
時
か
ら
車

屋
美
術
館
☎
 41
０
９
６
８

パ
パ
の
料
理
教
室

＆
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
体
験

　

パ
パ
は
家
族
分
の
ラ
ン
チ
を
作

り
、
マ
マ
と
お
子
さ
ん
は
ま
ゆ
ク

ラ
フ
ト
を
体
験
し
ま
す
。
昼
食
は

家
族
で
パ
パ
の
手
料
理
を
い
た
だ

き
ま
す
。

日
時　

11
／
４
㈪
10
時
〜
14
時

会
場　

道
の
駅
思
川　

料
理
実
習
室

対
象　

妊
娠
期
〜
小
学
生
の
お
子

さ
ま
が
い
る
家
族
・
８
組
（
抽
選
）

参
加
費　

食
事
500
円
／
人
、
ま
ゆ

ク
ラ
フ
ト
500
円
／
組

申
込
み　

10
／
21
㈪
ま
で
に
農
政

課
☎
 22
９
２
５
７　

ス
マ
ホ
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
聴
覚
障
害

者
・
健
聴
者
が
双
方
向
で
対
話
が

で
き
る
ア
プ
リ
の
活
用
講
座

日
時　

11
／
４
㈪
13
時
半
〜
15
時
50
分

会
場　

中
央
公
民
館　

視
聴
覚
室

対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

定
員　

先
着
40
人
※
無
料

申
込
み　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
栃
木
県
シ
ニ
ア

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
２
⒇
３
３
２
２

FAX
０
２
８
２
⒇
３
３
５
５

※
平
日
13
時
〜
16
時
の
み
受
付

認
知
症
予
防
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室

日
時　

11
／
５
〜
12
／
24
の
毎
週

火
曜
（
全
８
回
）
10
時
〜
11
時
半

※
11
／
５
㈫
の
み
９
時
半
か
ら

対
象　

65
歳
以
上
の
方

場
所　

間
々
田
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
し
ら
さ
ぎ
館
）
研
修
室
１

参
加
費　

テ
キ
ス
ト
代
100
円
程
度

申
込
み　

10
／
21
㈪
〜
31
㈭
に
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
22
９
６
４
８

映
画
「
ピ
ア
〜
ま
ち
を
つ
な
ぐ
も

の
〜
」
上
映
会

　
「
ケ
ア
ニ
ン
〜
あ
な
た
で
よ
か
っ

た
〜
」
に
続
く
、
笑
っ
て
泣
け
て
、

人
生
に
前
向
き
に
な
れ
る
感
動
の

人
間
ド
ラ
マ
、
在
宅
医
療
と
介
護

を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
で
す
。

日
時　

11
／
８
㈮
、
開
場
：
17
時

45
分
、
上
映
時
間
：
19
時
10
分
〜

20
時
50
分

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

参
加
費　

前
売
り
券
：
千
円
、
当

日
券
：
千
500
円

申
込
み　

㈱
フ
レ
ン
ド　

在
宅
介

護
事
業
部
☎
23
２
７
０
８
、
FAX
23

２
７
０
９

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

日
時　

11
／
９
㈯
９
時
〜
正
午

（
受
付
：
８
時
半
〜
）

会
場　

小
山
市
消
防
本
部
３
階
大

会
議
室

内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇

生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法
等

対
象　

小
山
市
ま
た
は
野
木
町
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
方

定
員　

先
着
30
人
※
無
料

申
込
み　

10
／
15
㈫
〜
31
㈭
に
消

防
署
救
急
係
☎
 39
６
６
６
６
、
大

谷
分
署
☎
 22
３
４
５
０
、
間
々
田

分
署
☎
 45
０
０
０
９
、
野
木
分
署

☎
 ０
２
８
０
57
１
１
１
９
、
豊
田

分
署
☎
 37
０
１
１
９
、
桑
分
署
☎
 

23
３
４
０
３
、
絹
分
遣
所
☎
49

３
１
１
９

良
い
仕
事
起
こ
し
講
座

〜
仲
間
と
安
心
し
て
始
め
る
地
域

の
仕
事
〜
（
第
１
回
）

　

今
後
ま
す
ま
す
社
会
に
求
め
ら

れ
る
地
域
支
え
合
い
。
誰
か
ら
も

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
て
も
実
際
に
仕
事
と
し
て
始
め

る
に
は
わ
か
ら
な
い
事
ば
か
り
。

４
回
シ
リ
ー
ズ
の
第
１
回
は
「
仲

間
と
探
す
、
地
域
の
困
り
ご
と
の

見
つ
け
方
」と
題
し
て
行
い
ま
す
。

日
時　

11
／
10
㈰
17
時
〜
20
時

会
場　

ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

「
お
や
ま
〜
る
」
研
修
室
２

対
象　

市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
る
方
、
始
め
て
み
た

い
方
・
10
組
20
人

参
加
費　

１
回
３
千
円（
２
人
ま
で
）

申
込
み　

小
山
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
☎
⒇
５
５
６
２

生
き
生
き
好
齢
者

　

生
涯
現
役
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　

「
思
い
の
森
で
健
康
づ
く
り
」

期
日　

11
／
13
㈬
・
20
㈬
・
27
㈬

会
場　

健
康
医
療
介
護
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー

内
容　

小
山
思
い
の
森
に
て
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
の
講
習

対
象　

概
ね
60
歳
以
上
の
方

定
員　

20
人
程
度

参
加
費　

200
円

申
込
み　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
 22
９
８
５
２

パ
ソ
コ
ン
講
座

「
は
が
き
で
案
内
状
を
作
ろ
う
！
」

日
時　

11
／
13
㈬
９
時
半
〜
11
時
半

会
場　

ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

「
お
や
ま
〜
る
」

対
象　

マ
ウ
ス
操
作
・
文
字
入
力

が
で
き
る
方
・
先
着
10
人

参
加
費　

テ
キ
ス
ト
代
300
円

※
パ
ソ
コ
ン
持
参
可
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
持
参

主
催　

栃
木
県
南
Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ア
イ
ラ
ボ

申
込
み　

小
山
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
☎
⒇
５
５
６
２

思
い
出
を
歌
お
う
！
童
謡
・
唱
歌

を
み
ん
な
で
楽
し
も
う
！

日
時　

11
／
16
㈯
13
時
半
か
ら

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

参
加
費　

千
円

申
込
み　

文
化
セ
ン
タ
ー
☎
22

９
５
５
２

市
民
活
動
に
使
え
る

動
画
公
開
の
仕
方
講
座

　
「Y

ouT
ube

」
を
使
っ
た
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
利
用
で
き
る
紹

介
映
像
の
手
順
・
操
作
方
法
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
／
17
㈰
10
時
〜
正
午

会
場　

小
山
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
「
お
や
ま
〜
る
」
研
修
室

講
師　

堀
達
哉
氏
（
小
山
市
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
長
）

対
象　

市
民
活
動
に
関
心
の
あ
る

方
・
10
組
（
１
組
２
〜
３
人
程
度
）

参
加
費　

無
料

※
事
前
準
備
説
明
会
：
10
／
24
㈭

①
10
時
〜
②
15
時
〜
③
19
時
〜

（
各
回
と
も
内
容
は
同
じ
）

申
込
み　

小
山
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
☎
⒇
５
５
６
２

寒
川
公
民
館
講
座

「
デ
ュ
ー
ク
式
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

日
時　

10
／
24
㈭
・
31
㈭
、
11
／

14
㈭
（
全
３
回
）
13
時
半
〜
15
時

会
場　

寒
川
公
民
館

定
員　

先
着
30
人

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
込
み　

寒
川
公
民
館
☎
 38
１
０

０
２
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問県南産業技術専門校☎0284-91-0803
県南産業技術専門校訓練生募集

関東職業能力開発大学校・能力開発セミナー

訓練科名 訓練期間 定員 募集期間 受講料

機械加工科 令和2年
1/6㈪～ 6/23㈫

5 11/1㈮～
12/13㈮

無料
※テキスト代、作業服
代等は受講者負担板金溶接科 5

問同校援助計画課☎31-1733またはFAX27-0240
時期 市役所からこんにちは

上旬
■小山市青少年健全育成大会
■発明クラブ参加募集

中旬
■小山市消防団通常点検・消防フェア 2019
■パープルリボン運動

下旬
■思桜会会員作品展示会
■おやま思川ざくらマラソン大会

月間
■イベント情報／秘書広報局
■レッツエコ／環境課

視聴にはテレビ小山放送㈱のケーブルテレビへの
加入が必要となります。デジタル101chを選局く
ださい。  　　　　　　問秘書広報局☎22‒9353

10月の行政テレビ

コース名 実施日時 定員 受講料

RC構造物における構造計算技術 11/14㈭・15㈮
9:30 ～ 16:10 10 7,000円

有接点シーケンス制御の実践技術 11/16㈯・23㈯
9:00 ～ 17:20 10 10,500円

設計ツールによるモデリング技術 11/16㈯・23㈯・30㈯
9:30 ～ 16:10 10 11,000円

オープンソースによる画像処理・
認識プログラム開発（OpenCV活用）

11/23㈯・30㈯
9:00 ～ 16:55 10 12,000円

工具研削実践技術 11/27㈬、12/4㈬
9:30 ～ 16:10 10 10,000円

シーケンス制御による
電動機制御技術

11/29㈮・30㈯
9:00 ～ 16:00 10 9,500円

製造現場におけるＬＡＮ活用技術 11/29㈮・30㈯
9:30 ～ 16:00 10 7,500円

生産現場の機械保全技術 11/30㈯、12/7㈯
9:30 ～ 17:00 10 10,000円

【
み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
】

　

掲
載
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

掲
載
希
望
の
方
は
秘
書
広
報
局
へ
☎
22

９
３
５
３﹇
原
稿
の
締
切
は
発
行
日（
毎

月
１
日
）
の
お
よ
そ
50
日
前
で
す
﹈

10
月
県
立
博
物
館
開
催
行
事

　

１
２
５
回
企
画
展
「
昭
和
ノ
ス

タ
ル
ジ
ー
‐
な
つ
か
し
い
栃
木
の

情
景
‐
」
10
／
12
㈯
〜
11
／
24
㈰

▽
県
博
デ
ー
10
／
20
㈰
▽
問
同
館

☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

小
山
高
専
公
開
講
座

　

●
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
と

制
御
▽
11
／
16
㈯
10
時
〜
15
時
▽

対
象
：
中
学
生
・
６
人
●
も
の
づ

く
り
教
室
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ツ
リ
ー
を
作
ろ
う
」
▽
11

／
30
㈯
９
時
〜
正
午
▽
対
象
：

小
学
生
〜
中
学
生
・
14
人
（
小

学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽
会
場
：
小
山
高
専
▽
詳
細
・
申

込
方
法
は
「
小
山
高
専　

公
開

講
座
」
で
検
索
！
▽
問
同
校
☎
⒇

２
８
６
１

マ
ロ
ニ
エ
医
療
福
祉
専
門
学
校
・

小
山
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校

「
市
民
公
開
講
座
」

　

①
10
／
18
㈮
14
時
〜
15
時
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
」
②
10
／
25

㈮
10
時
〜
11
時
「
子
ど
も
の
喘
息

に
つ
い
て
」
▽
会
場
：
ま
ろ
に
え

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
（
ロ
ブ
レ
６

階
）
▽
対
象
：
ど
な
た
で
も
▽
問

同
校
☎
⒇
３
５
５
０

栃
木
県
立
聾
学
校
「
学
校
公
開
」

　

11
／
８
㈮
10
時
〜
正
午
▽
会

場
：
同
校
（
宇
都
宮
市
若
草
２-

３

-

48
）
▽
対
象
：
見
学
を
希
望
す
る

方
▽
学
校
概
要
説
明
、
授
業
・
施

設
設
備
等
自
由
参
観
▽
申
込
み
：

10
／
23
㈬
ま
で
に
同
校
に
直
接
申

込
み
（
氏
名
・
所
属
等
を
明
記
）

☎
０
２
８
・
６
２
２
・
３
９
１
０

FAX
０
２
８
・
６
２
４
・
６
８
８
７

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

交
流
学
習
発
表
会
「
お
お
ぞ
ら
祭
」

　

11
／
９
㈯
９
時
半
〜
14
時
25
分

▽
会
場
：
同
校
（
下
野
市
柴
６-

２
）
▽
演
技
発
表
、
作
業
製
品
販

豊
田
公
民
館
後
期
講
座

①
ゴ
ル
フ
基
礎
講
座
▽
10
／
29
〜

12
／
17
の
毎
週
火
曜
（
全
８
回
）

16
時
半
〜
18
時
▽
15
人
▽
３
千
円

②
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
▽
11

／
５
〜
12
／
10
の
毎
週
火
曜（
全
６
回
）

13
時
半
〜
14
時
半
▽
15
人
▽
500
円

③
豊
田
の
歴
史
と
風
土
講
座
▽
11

／
７
㈭
・
21
㈭
、12
／
５
㈭（
全
３
回
）

９
時
半
〜
11
時
半
▽
10
人
▽
無
料

会
場　

①
小
山
ゴ
ル
フ
ァ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
（
城
東
）
②
③
豊
田
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
お
よ
び
在
勤
者

申
込
み　

10
／
17
㈭
か
ら
参
加
費

を
添
え
て
同
館
窓
口
※
電
話
申
込

み
不
可
。
先
着
受
付

問
豊
田
公
民
館
☎
 37
１
０
０
２

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

◆
100
歳
ま
で
自
分
の
足
で
歩
く

「
膝
痛
セ
ル
フ
ケ
ア
教
室
」
▽
11

／
10
㈰
10
時
半
〜
正
午
▽
30
人
▽

300
円
▽
講
師
：
福
田
恵
一
氏
（
活

き
活
き
健
康
ク
ラ
ブ
）
鍼
灸
師
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
▽
持
ち
物
：
水
分

補
給
（
飲
み
物
・
の
ど
飴
等
）、

筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服
装

◆
ク
ラ
フ
ト
講
座
「
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
つ
く
り
教
室
」
▽
11
／
26

㈫
13
時
半
〜
15
時
半
▽
20
人
▽

２
千
100
円
▽
講
師
：
田
仲
陽
子
氏

申
込
み　

10
／
５
㈯
10
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
 22
９
１
１
１

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

日
時　

①
10
／
12
㈯
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
体
験
会
②
10
／
19
㈯
御
朱
印
帳

作
り
③
10
／
20
㈰
ま
ゆ
ク
ラ
フ

ト
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
フ
ォ
ト
フ
レ
ー

ム
を
作
ろ
う
」
④
11
／
２
㈯
デ
コ

パ
ー
ジ
ュ
・
ク
リ
ス
マ
ス
の
壁
掛

け
づ
く
り
⑤
11
／
９
㈯
お
り
り
ん

「
麻
ひ
も
バ
ッ
ク
」
作
り

会
場　

お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

参
加
費　

①
⑤
千
円
②
千
500
円
③

500
円
④
千
200
円

※
時
間
・
詳
細
は
要
問
合
せ

申
込
み　

10
／
２
㈬
か
ら
同
館
☎
 

32
６
４
７
７

※
事
前
予
約
優
先
。
③
は
事
前
予

約
の
み
受
付

小山市コミュニティFM「おーラジ」
77.5MHzで毎日生放送！（7:00～ 21:00）

普段は市の身近で魅力
的な情報を、災害時に
は気象情報や交通情報
等をリアルタイムに発
信しています。
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売
、
模
擬
店
、
作
品
展
等
▽
問
同

校
☎
44
５
１
２
１

こ
ぐ
ま
保
育
園 

楽
し
い
子
育
て
支
援

事
業
「
離
乳
食
の
作
り
方
・
進
め
方
」

　

10
／
24
㈭
９
時
40
分
〜
11
時
▽

会
場
：
同
園
▽
離
乳
食
の
作
り
方

の
実
演
、
話
し
、
試
食
な
ど
▽
対

象
：
市
内
在
住
親
子
・
10
組
▽
申

込
み
：
10
／
18
㈮
ま
で
に
同
園
☎
 

28
１
１
８
９
※
９
時
〜
16
時
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

黒
田
保
育
園　

子
育
て
支
援
事
業

「
れ
ん
太
先
生
ミ
ニ
ダ
ン
ス
教
室
」

　

親
子
で
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
▽
11
／
６
㈬
10
時
45
分
〜

11
時
45
分
▽
黒
田
保
育
園
第
２
園

庭
ホ
ー
ル
▽
講
師
：
中
山
れ
ん
太

先
生
（
れ
ん
太
ス
タ
ジ
オ
主
宰
）

▽
対
象
：
小
山
市
在
住
親
子
・
15

組
程
度
▽
申
込
み
：
黒
田
保
育
園

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
《
マ

ロ
ン
の
い
え
》
☎
32
８
２
５
４

と
ち
ぎ
未
来
人
材
応
援
事
業

対
象
学
生
募
集
！ 

　

県
内
の
製
造
業
に
就
職
す
る
大

学
生
等
の
奨
学
金
返
還
を
支
援
し

ま
す
▽
応
募
対
象
者
：
大
学
３
年

生
、
大
学
院
修
士
１
年
生
、
短
期

大
学
１
年
生
、
高
等
専
門
学
校
４

年
生
▽
申
込
期
間
：
11
／
29
㈮
ま

で
▽
詳
細
は
下
記
Q
R
コ
ー
ド
か

ら
確
認
▽
問
栃
木
県
労

働
政
策
課
☎
０
２
８
・

６
２
３
・
３
２
２
４

奨
学
生
募
集
（
栃
木
県
育
英
会
）

　

対
象
：
令
和
２
年
度
進
学
予
定
者

▽
募
集
期
間
：
10
／
１
㈫
〜
11
／
15
㈮

▽
願
書
配
布
先
：
県
内
各
中
学
校
・

高
校
、
市
町
教
育
委
員
会
、
同
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▽
本
年
度
か
ら
大
学

奨
学
生
出
願
資
格
の
所
得
要
件
を

大
幅
に
緩
和
▽
問
同
会
事
務
局
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
３
４
５
９

栃
木
県
立
衛
生
福
祉
大
学
校
学
生

募
集
（
一
般
入
学
試
験
）

　

学
科
：
①
保
健
学
科
②
看
護
学

科
③
歯
科
衛
生
学
科
④
歯
科
技
工

学
科
⑤
臨
床
検
査
学
科
▽
願
書

受
付
期
間
：
①
②
11
／
25
㈪
〜

12
／
３
㈫
③
④
⑤
12
／
９
㈪
〜

18
㈬
※
消
印
有
効
▽
問
同
校
☎

０
２
８
・
６
４
５
・
９
２
２
７

自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

誰
に
も
言
え
な
い
気
持
ち
、
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
▽
毎
月
10
日
８
時
〜

11
日
８
時
の
24
時
間
▽
相
談
番
号
☎

０
１
２
０
・
７
８
３
・
５
５
６
▽
通

話
料
金
無
料
▽
問
栃
木
い
の
ち
の
電

話
☎
０
２
８
・
６
２
２
・
７
９
７
０

10
月
は
全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

　

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
引
取
税

の
脱
税
を
目
的
に
、
軽
油
の
代
替

燃
料
と
し
て
灯
油
や
重
油
を
混
和

す
る
等
し
て
使
用
す
る
も
の
で

す
。
知
事
の
承
認
を
受
け
ず
に
自

動
車
の
燃
料
と
し
て
灯
油
や
重
油

な
ど
を
使
用
す
る
と
、
罰
則
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
は
「
不

正
軽
油
１
１
０
番
☎
０
２
８
２
23

３
８
６
２
」
（
栃
木
県
税
事
務
所
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の

振
興
を
目
的
と
し
た
退
職
金
制
度

で
す
▽
加
入
で
き
る
事
業
主
：
建

設
業
を
営
む
方
▽
：
対
象
と
な
る

労
働
者
：
建
設
業
の
現
場
で
働
く

人
▽
掛
金
：
日
額
310
円
▽
詳
細
は

「
建
退
共
」
で
検
索
！
▽
問
建
設

業
退
職
金
共
済
事
業
栃
木
支
部
☎

０
２
８
・
６
３
９
・
２
６
１
１

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
（
相
談
専
用
電
話
）

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０
・

７
７
１
・
２
０
８
▽
受
付
：
月
曜

〜
金
曜
（
祝
日
・
12
／
29
〜
１
／

３
を
除
く
）
９
時
〜
17
時
▽
相
談

無
料
▽
匿
名
可
▽
秘
密
厳
守
▽
本

事
業
は
（
公
財
）
人
権
教
育
啓
発

推
進
セ
ン
タ
ー
が
厚
生
労
働
省
生

活
相
談
充
実
事
業
に
よ
り
実
施
す

る
も
の
で
す

サ
イ
パ
ン
交
流
40
周
年
記
念
事
業

無
料
ご
招
待

　

対
象
：
小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年

生
▽
定
員
：
無
料
ご
招
待
１
人
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
参
加
費
無
料
ご
招
待
５
人

▽
研
修
国
：
サ
イ
パ
ン
▽
12
／
27
㈮

〜
令
和
２
年
１
／
２
㈭
（
７
日
間
）

▽
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ク
リ
ス
マ
ス
体

験
、
文
化
交
流
等
▽
応
募
締
切
：
10

／
18
㈮
※
消
印
有
効
▽
資
料
請
求
・

問
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

安
藤
勇
寿
「
少
年
の
日
」
絵
画
展

　

栃
木
県
出
身
の
画
家
・
安
藤
勇

寿
氏
の
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

▽
10
／
10
㈭
〜
15
㈫
９
時
半
〜
18

時
※
10
㈭
は
13
時
〜
18
時
▽
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
ロ
ブ
レ
６
階
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
入
場
無
料
▽
問
小

山
都
市
開
発
㈱
☎
22
８
３
９
０

秋
の
ば
ら
展
（
小
山
ば
ら
会
）

　

10
／
19
㈯
10
時
〜
16
時
・
20
㈰

10
時
〜
15
時
▽
会
場
：
道
の
駅
思

川 

小
山
評
定
館
▽
会
員
育
成
ば
ら

の
展
示
、
切
り
花
等
の
販
売
▽
公

開
講
座
：
10
／
20
㈰
10
時
〜
正
午

▽
問
田
熊
☎
 38
１
０
０
４

第
36
回
小
山
音
楽
家
協
会
定
期
演

奏
会
「
ク
ラ
ラ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
を

め
ぐ
る
音
楽
家
た
ち
」

　

10
／
20
㈰
、
11
／
23
㈯
15
時
半
開

場
、
16
時
開
演
▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
ロ
ブ
レ
６
階
）
▽
各
回
２
千
円
（
当

日
：
２
千
３
０
０
円
）
▽
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
：
文
化
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ほ
か
▽
問
小
山
音
楽
家
協
会
☎

０
９
０
・
３
０
０
９
・
０
７
９
１

労
働
相
談
会
（
栃
木
県
労
働
委
員
会
）

　

10
／
22
㈫
11
時
〜
17
時
・
23
㈬
13

時
〜
19
時
▽
会
場
：
オ
リ
オ
ン
Ａ

Ｃ
ぷ
ら
ざ
（
宇
都
宮
市
江
野
町
３

-

10
竹
川
ビ
ル
１
階
）
▽
対
応
者
：

同
委
員
会
委
員
（
弁
護
士
等
）
▽
相

談
内
容
：
労
使
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
▽

費
用
無
料
▽
予
約
者
優
先
（
当
日
参

加
も
可
）
▽
相
談
時
間
１
時
間
以
内

（
目
安
）
▽
問
同
委
員
会
事
務
局
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
３
３
３
７

気
功
体
験
＆
二
胡
演
奏

　

気
功
を
体
験
し
て
、
二
胡
の

演
奏
を
聴
い
て
く
だ
さ
い
▽
10

／
28
㈪
10
時
〜
11
時
40
分
▽
豊

田
公
民
館
研
修
室
１
▽
対
象
：

女
性
▽
要
申
込
み
▽
申
込
み
：

豊
田
気
功
ク
ラ
ブ
・
金
井
☎

０
９
０
・
５
５
０
１
・
６
５
９
５

第
６
回
朗
読
交
流
会

　

11
／
１
㈮
10
時
〜
正
午
▽

中
央
図
書
館
2
階
・
視
聴
覚

ホ
ー
ル
▽
朗
読
作
品
10
分
程
度

持
参
▽
無
料
、
申
込
不
要
▽

問
朗
読
こ
も
れ
び
・
塚
原
☎

０
９
０
・
５
７
５
２
・
５
７
０
７

と
ち
ぎ
も
の
づ
く
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９

　

11
／
２
㈯
・
３
㈰
▽
会
場
：
栃
木

県
立
県
央
産
業
技
術
専
門
校
（
宇

都
宮
市
平
出
工
業
団
地
48-

４
）
▽

若
年
技
能
者
が
参
加
す
る
技
能
競

技
大
会
「
と
ち
ぎ
も
の
づ
く
り
選

手
権
」
、
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象

と
し
た
職
業
体
験
・
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
、
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ

ス
ト
等
▽
問
栃
木
県
労
働
政
策
課
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
３
２
３
４
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すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

乳幼児健康相談（要申込）
期　日　11月18日㈪
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方①9:00 ～ ②9:30～
　　　　　　③10:00～④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　10月21日㈪13:00 から
　　　　☎22-9527

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込）
　運動普及推進員さんと一緒に手軽なト
レーニングを体験しましょう！
日　時　10月17日㈭・11月7日㈭
　　　　13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　 40歳以上の教室に興味がある市

民（運動制限のない方）
持ち物　 筆記用具、室内運動靴、飲み物、

タオル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22-9607

マタニティクラス
（はじめての妊娠クラス）第2課
日　時　11月15日㈮13:15～16:00
会　場　保健・福祉センター
内　容　 赤ちゃんのお風呂の入れ方、妊

婦体験、助産師講話
対　象　 原則16週以降の妊婦とその家族
持ち物　 母子健康手帳、申込書
参加料　テキスト代250円
問☎22-9527

麻しん風しん(MR)ワクチン未接種者対策
実施期間　令和4(2022)年3月31日まで
対象者　 2歳以上19歳未満のMRワクチン2

回未接種者または1回接種のみの方
接種費用　 無料
受診場所　 市内の委託医療機関（一覧は小山

市ホームページに掲載します）
持ち物　母子健康手帳
※詳細は市HP参照　問☎22-9524

OYAMA開運ラジオ ｢健康情報番組｣
のお知らせ(FM77.5)
　小山地区医師会・小山歯科医師会・小
山薬剤師会の先生方による、健康や医療・
介護についてお伝えする情報番組です。
日　時　10月10日㈭12:00 ～ 12:55
内　容　｢目の病気と症状｣
問☎27-0500

食生活改善推進員による健康料理教室
（要申込）
■朝食にも役立つ健康料理実習

期　日 会　場
① 10/17 ㈭ 間々田市民交流センター
② 11/13 ㈬ 大谷公民館
■生涯骨太クッキング
　～乳製品を使った健康料理～

期　日 会　場
③ 11/ 7 ㈭ 保健・福祉センター
時　間　10:00 ～
対　象　市内在住の成人各先着20人
参加料　600円程度
持ち物　エプロン・三角巾
申込締切　 ①10月10日㈭②11月6日㈬
　　　　③10月31日㈭
申込み　☎22-9607

乳幼児健診（12月・1月開催）
健診名 対象児

乳児健康診査 令和元年7月・8月生まれ
9カ月児健康相談 平成31年2月・3月生まれ
1歳6カ月児健康診査 平成30年5月・6月生まれ

2歳児歯科健康診査 平成29年12月・
平成30年1月生まれ

3歳児健康診査 平成28年9月・10月生まれ
持ち物　母子健康手帳、問診票
※対象となる日程の約1カ月前に個人宛に通
知をお送りいたしますので、内容をご確認く
ださい。また対象人数によって予定と前後す
るご案内となる場合もありますので予めご了
承ください。年間の健診日程については小山
市のホームページやおやまっ子開運子育てナ
ビをご確認ください
問☎22-9527

離乳食教室（要申込）
日　時　11月26日㈫ 9:30 ～ 11:45
会　場　保健・福祉センター
対　象　離乳食中期(月齢の目安は7、8
　　　　カ月)の児とその保護者
内　容　 中・後期食の講話、歯科衛生士

による講話、調理デモンストレー
ション見学、試食

定　員　先着20組
参加料　100円（材料代）
申込み　10月28日㈪ 8:30から
　　　　☎22‒9527

身体改善！メタボ予防教室
40～ 60歳代男性向け （無料・要申込）
日　時　2回1コース①12月1日㈰
　　　　②令和2（2020）年1月25日㈯
　　　　どちらも9:15 ～ 12:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　市内在住の40 ～ 60歳代男性
　　　　30人（運動制限のない方）
内　容　 保健師・栄養士・ パーソナルトレー

ナー講話、運動実技、内臓脂肪測
定等（希望者には血液検査・別日程）

持ち物　 健診受けた方は結果書、室内
用運動靴、飲み物

申込み　10月3日㈭から☎22‒9520

　対象者は65歳以上の方（令和2年3月
31日現在）です。10月上旬に受診票を
送付します。どの会場でも受診可能で
す。その他の地区の方も受診できます。
※今年度の肺がん検診（胸部レントゲ
ン検査）を受ける方は、今回受診する
必要はありません

月日 時　間 会　　場

11/8
㈮

8:20 ～ 8:40 鏡集落センター
9:00 ～ 9:20 押切集会所
9:40 ～ 10:00 市立寒川公民館
10:20 ～ 10:40 迫間田公民館
11:00 ～ 11:20 本宿公民館
11:40 ～ 12:00 中坪集会所

11/11
㈪

7:30 ～ 8:30 粟の宮公民館(南側農協倉庫）
8:50 ～ 9:20 千駄塚公民館
9:40 ～ 10:50 間々田中学校
11:10 ～ 11:40 美しが丘公民館
13:00 ～ 13:20 西黒田中会所
13:40 ～ 14:00 東黒田集落センター

11/12
㈫

8:00 ～ 8:30 中妻公民館
8:50 ～ 9:20 乙女小学校
9:40 ～ 10:30 上町公民館
10:50 ～ 11:30 エミネンス小山
13:00 ～ 13:30 秋葉整骨院駐車場

11/13
㈬

7:30 ～ 8:10 平和公民館
8:30 ～ 8:50 南飯田集落センター
9:10 ～ 9:30 下山・綾部様方店舗（「豊」）駐車場
9:50 ～ 10:10 前新田・ヒサキ金属工業宅
10:30 ～ 11:20 楓・ディサービスきみぼ

11/14
㈭

8:00 ～ 8:20 寒沢公民館
8:40 ～ 9:00 楢木公民館
9:20 ～ 10:00 市立生井公民館
10:20 ～ 10:40 下生井・桜源寺
11:00 ～ 11:20 白鳥集落センター

11/15
㈮

7:30 ～ 8:00 1 丁目・龍昌寺
8:20 ～ 9:20 間々田商工会
9:40 ～ 11:30 間々田市民交流センター

月日 時　間 会　　場

10/28
㈪

7:30 ～ 8:10 思水ヶ丘・大森歯科隣り
8:30 ～ 8:50 川西・山本照夫様宅駐車場
9:10 ～ 9:30 下の町公民館
9:50 ～ 10:10 上町会館
10:30 ～ 11:10 保健センター分館

10/29
㈫

7:30 ～ 8:10 城北児童センター
8:30 ～ 9:30 城北小学校

10/30
㈬

8:00 ～ 8:30 若木町 1丁目・東武資材様宅
8:50 ～ 10:30 若木小学校
10:50 ～ 11:30 本郷町・五十嵐医院駐車場

10/31
㈭

8:00 ～ 8:30 外城公民館
8:50 ～ 9:30 小山第三小学校正門
9:50 ～ 10:30 市役所神鳥谷庁舎
10:50 ～ 11:30 神明町公民館
13:00 ～ 14:10 保健・福祉センター

11/1
㈮

8:00 ～ 8:40 天神町公民館
9:00 ～ 9:20 ＪＡおやま小山支店（駅前・宮本町）
9:40 ～ 10:20 小山第二小学校正門

11/5
㈫

7:30 ～ 8:10 稲荷町公民館東側福田屋駐車場
8:30 ～ 9:40 小山城南小学校西門
10:00 ～ 11:20 小山城南中学校南門

11/6
㈬

8:00 ～ 8:50 三峯公民館
9:10 ～ 10:30 駅東公園管理事務所
10:50 ～ 12:00 あさひ公園管理事務所

11/7
㈭

13:00 ～ 13:40 保健・福祉センター
14:00 ～ 14:40 保健センター分館

◆間々田地区

◆小山地区

結核検診（10･11月）問☎22‒9532

健康都市おやまフェスティバル
無料フッ素塗布　　（無料・要申込）
日　時　10月27日㈰9:30、10:00、　　
　　　　10:30、11:00の4回受付
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　満3歳～小学校2年生児
　　　　（H23.4.2 ～ 28.10.27生)
定　員　先着300人※歯磨き後、来場
申込み　10月7日㈪から☎22‒9527



すこやか通信

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

口腔がん検診のお知らせ

□夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷2251-7（健康医療介護総合支援センター内 )
☎ 39-8880・FAX39-8882
受付　診療終了15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

□休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷2251-7（健康医療介護総合支援センター内)
☎39-8881・FAX39-8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末年始（12/31～1/3）
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科診療
所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3 薬局）
があります

日　時 科　目
平日・土曜日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

日曜・祝日・振替
休日・年末年始
（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2-4-3 ☎44-7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1-15-4 ☎53-1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31-1331
④ 杉村病院 小山市城山町2-7-18 ☎25-5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45-7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320-2 ☎0280-57-1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

□在宅当番医　カレンダー内番号が、当番医療機関となります。

※在宅当番医は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27-0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2

②④ ③⑤
3 4 5 6 7 8 9

④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
10 11 12 13 14 15 16
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
17 18 19 20 21 22 23
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
24 25 26 27 28 29 30
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③

日　時　10月20日㈰　受付時間　9:00 ～ 11:30
場　所　小山市健康医療介護総合支援センター (小山市大字神鳥谷2251-7)　多目的室
対　象　小山市民の方で、お口の中に心配ごとのある方
　　　　（例：しみる、痛い、口内炎がある、
　　　　はれものがある、入れ歯があたって
　　　　傷ついたなど）
定　員　約100人（先着順）
　　　　※当日は整理券を
　　　　　お配りします

申込み　3月に配布した「2019年度健康の
しおり」の検診申込み書からお申込みくだ
さい。折り返し「集団健診のお知らせ（問診
票）」を送付します。
　「2019年度健康のしおり」は健康増進
課窓口や各出張所に置いてあります。
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」
をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）は、
検診当日40･45･50･55･60･65･70歳の女性が
対象となります。ご希望の方は、年齢確認ので
きるものを持参し各会場へ直接お越しください。
（事前申込み不要）
❖保健・福祉センターの検診は、駐車場が混み
合う可能性があります。乗り合わせや公共交通
機関の利用等、ご協力をお願いします。

11月の集団健診（要申込）＊9・10・11月生まれの方対象

検診日・受付時間
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃 肺・大腸 前立腺 子宮 乳

5 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
6㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ☆ 健康医療介護総合支援センター
7㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
12㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
17㈰ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 間々田市民交流センター
18㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 豊田公民館
19㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 大谷公民館
20㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター

22㈮
8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
14:00～15:30 ○ × ○ × ○ ○ × ☆ 保健・福祉センター（午後）
18:00～19:30 × × × × ○ ○ × ☆ 保健・福祉センター（夜間）

25㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ☆ 間々田市民交流センター
26㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 桑市民交流センター
27㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 生井公民館
28㈭ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 中公民館
29㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ☆ 保健・福祉センター

問☎22-9522・9523

11月の一次（初期）救急医療機関
急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、けいれんなど判断に困ったら
とちぎ子ども救急電話相談　#8000

救急車を呼ぶ？病院に行くか？迷ったときは(概ね15歳以上)
とちぎ救急医療電話相談　#7111

第34回 健康都市おやまフェスティバル

　◎注意点
❖ むし歯、歯周病の検査はしません。
❖ 異常の無い方への文書での結果通知はしません。
❖ 問診、検査結果は個人情報保護法に従い小山市が管理しま
　 す。小山歯科医師会において、統計、学術目的に使用させ
　 ていただくことがあります。

無料！

問健康増進課☎22-9522



◎白鷗法律相談（無料）弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

11･18･25㈪ 16:30～17:10（40分間）
17:20～18:00（40分間） 各日先着2人 白鷗大学本キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20‒8110
受付10/28㈪から　　時間9:00～16:30

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談 11

広報小山 2019.10月号　26

　　 図書館つうしん（11月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
おやま分館ピッコロ
おはなし会(小山分館) 1㈮ 11:00

おはなしウェンディ 6㈬ 15:30
おはなしメロディ 10㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
(間々田分館) 12㈫ 15:30

おはなしこんにちは 13㈬ 10:30
ゆめまちおはなしかい（小
山城南市民交流センター） 16㈯ 10:30
わくわくマルベリーおはなし会
(桑分館) 16㈯ 13:30

おこれんのおはなし会 17㈰ 14:00
おはなしウェンディ0・1・2 20㈬ 11:00
冬のおたのしみ人形劇 24㈰ 11:00
はなしのこべやおはなしかい 24㈰ 14:00

■ 11月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
5㈫・11㈪・18㈪・25㈪・28㈭
正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ

○小山分館　☎22-9575
3㈰・4㈪・5㈫・11㈪・18㈪・23㈯・25㈪・28㈭
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　3㈰・4㈪・5㈫・11㈪・18㈪・23㈯・25㈪・28㈭
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　3㈰・4㈪・5㈫・11㈪・18㈪・23㈯・25㈪・28㈭
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返
　却ポスト」へ

◆イベント案内
　毎年10月27日～11月9日の2週間は、「読書週間」です。中央図書館では、読書週間に
中央図書館まつりを開催し、いろいろなイベントを行います。ぜひご来館ください。
●「第 4回中央図書館まつり」　日時 11月4日㈪9：30～15：00
　会場 中央図書館　主催 中央図書館まつり実行委員会　問☎ 21-0754

※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館から
の借用資料は、破損の恐れがありますのでポ
ストへの返却はご遠慮ください

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 9㈯10:00～12:00
20㈬10:00～12:00 行政相談委員

生活安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 13㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 12･26㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 14㈭13:30～15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 20･27㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 5㈫  9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 17㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官
ファイナンシャルプラン
ナーによる納税相談予約制 11月はありません 納税相談室　納税課☎22‒9444

人権相談 8㈮10:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

2㈯14:00～16:00
13㈬  9:30～11:30 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22‒9664

2㈯14:00～16:00
27㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

16㈯14:00～16:00
20㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所

6㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所
13㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 19㈫14:00～15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22‒9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

5･19㈫10:00～15:00
12･26㈫13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
　5･19㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22‒9501

精神保健福祉相談予約制 26㈫13:30～16:00 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）
女性のための心の相談予約制 25㈪13:30～16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078
創業･経営･キャリア・クラウド
ファンディング相談予約制

 2･16㈯
9:00～12:00

中小企業診断士、ビジネスコーチ※日程変更可
工業振興課☎22‒9396

◎
通
常
相
談　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ

市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て包括支援課☎22‒9626
ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て包括支援課

☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9852

青少年相談

面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00～17:00 外国人地域支援センター

☎23‒1042

外国人相談 8:30～17:15 多文化共生総合支援センター☎22‒9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※第2･4水曜日9:30～11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22‒9602

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 17㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談月初めから予約 22㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

12･26㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制  7㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

■移動図書館「せきれい」巡回日程

（天候などにより変更になる場合あり）

10月 開設時間 会　場

30 ㈬
10:10 ～ 10:40 もみじ保育所
12:55 ～ 13:45 豊田南小学校

31㈭
10:10 ～ 10:40 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

11 月 開設時間 会　場

1 ㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

6㈬
9:55 ～ 10:35 中小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

7㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
13:00 ～ 13:30 下生井小学校

8㈮ 13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

12㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
13:00 ～ 13:50 間々田東小学校

13㈬
10:10 ～ 10:40 絹保育所
12:40 ～ 13:30 豊田北小学校

14㈭
9:50 ～ 10:20 穂積小学校
12:45 ～ 13:35 羽川小学校

15㈮ 10:00 ～ 10:30 絹義務教育学校

19㈫
10:10 ～ 10:40 中久喜保育所
12:50 ～ 13:40 乙女小学校



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

■11月は国民健康保険税（普通徴収）・介護保険
料（普通徴収）・後期高齢者医療保険料（普通徴収）
5期の納期月です。納期限は12月2日㈪です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日除く）
19:00までの納税窓口延長もご利用ください。
■11月の日曜納税相談窓口（納期直前の日
曜日）は12月1日㈰8:30 ～ 17:15です。
■11月の自動電話催告は11月10日㈰18:00
～ 20:00、11日㈪18:30 ～ 20:30です。
問納税課☎22‒9444

日　

時

11月2日㈯・9日㈯・10日㈰・16日㈯・
17日㈰・24日㈰・30日㈯　各8:30 ～ 17:15
※11月3日㈰（文化の日）・23日㈰（勤労感
謝の日）は祝日のため、市民課および小山
城南出張所は閉庁します

毎週火・木曜日19:00まで延長
します※取扱い業務についてはお
問合せください

場　

所

市民課☎22‒9402
小山城南出張所☎31‒3650
※小山城南出張所は月曜定休

問市民課☎22‒9402
祝日の届出（死亡・出生・婚姻等）は、
本庁舎北側入口の宿直室にて受付し
ます。夜間等、緊急な場合は、宿直
室☎22‒9420へご連絡ください。
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11月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、9月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

政光くん・寒川尼ちゃん

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業

祝 小山市制65周年 第66回小山市民文化祭
（～ 12月1日㈰） 文化センター、中央公民館、道の駅思川 文化振興課☎22‒9694

祝 小山市制65周年記念事業 第72回企画展 
小山藩主本多正純（～ 12月1日㈰） 9:00 ～ 17:00 博物館 博物館☎45‒5331

祝 小山市制65周年 開館10周年 第48回企画展「呉
夏枝 手にたくす、糸へたくす」（～ 12月15日㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 車屋美術館☎41‒0968

1 日 ㈮
2日 ㈯ 第29回小山市文化振興大会 13:00～ 15:30 文化センター大ホール 文化振興課☎22‒9694 〇

3 日 ㈰ 文化の日
みんなで歩け歩け運動6.5km 8:45集合 石橋駅（西口）集合 生涯スポーツ課☎21-2695

4 日 ㈪ 振替休日
第4回中央図書館まつり 9:30 ～ 15:00 中央図書館 中央図書館☎21‒0754

5 日 ㈫
6日 ㈬
7日 ㈭
8日 ㈮

9日 ㈯

第28回おやまバルーンフェスタ（～ 10日㈰） 7:00 ～ 小山総合公園森のはらっぱ・
石ノ上橋河川敷

同実行委員会事務局
☎090‒4530‒8600（※9日
㈯・10日㈰のみ通話可）

祝 小山市制65周年記念事業『農業・工業・
商業フェスティバル小山65』（～ 10日㈰） 小山総合公園第2・3駐車場

農政課☎22‒9255（農業祭）
商業観光課☎22‒9273・工業
振興課☎22‒9399（商工祭）

太陽観測会 11:00～ 12:30 博物館駐車場 博物館☎45‒5331
天体観望会 18:00～ 19:30 生井公民館 博物館☎45‒5331

10 日 ㈰

博物館ボランティアの史跡案内
「旧思川の七曲りを歩こう」※要申込 9:00 ～ 12:00 博物館→乙女河岸→楢木の水神宮

→旧思川の七曲り跡往 博物館☎45‒5331

おやまエコリサイクルフェア2019 9:00 ～ 15:30 小山広域クリーンセンター 環境課☎22-9286 〇
講談「宇都宮釣天井」※要申込 13:30～ 14:30 博物館　視聴覚室 博物館☎45‒5331

11 日 ㈪
12 日 ㈫
13 日 ㈬
14 日 ㈭
15 日 ㈮

16 日 ㈯

まが玉を作ろう※要申込 9:30 ～ 11:30 博物館　体験学習室 博物館☎45‒5331
祝 小山市制65周年
見るも楽し　着るも楽し「小山きものの日」10:00～ 16:00 ロブレビル6階

生涯学習センター他 工業振興課☎22‒9397 〇

子どもと本をつなぐ講座①※要申込 14:00～ 15:30 中央図書館　視聴覚ホール 中央図書館☎21‒0751
17 日 ㈰ 市制65周年記念式典 13:00 ～ 文化センター大ホール 行政経営課☎22‒9318
18 日 ㈪
19 日 ㈫
20 日 ㈬
21 日 ㈭
22 日 ㈮

23 日 ㈯
勤労感謝の日
講演会「本多正純・忠純による小山・榎本
領支配」※要申込 13:30～ 15:00 博物館　視聴覚室 博物館☎45‒5331

24 日 ㈰
25 日 ㈪
26 日 ㈫
27 日 ㈬
28 日 ㈭
29 日 ㈮
30 日 ㈯ 子どもと本をつなぐ講座②※要申込 14:00～ 15:30 中央図書館　視聴覚ホール 中央図書館☎21‒0751
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【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう

２
に

－１
い く わ

９０ 【24時間対応】

8 月中の火災・救急

※（ ）内は 1月からの累計 遡った件数含む
火災　1件(41件)　救急　823件(5,814件)

【小山警察署調べ】8月中の交通事故
事故　23件(249件)　負傷者　26人(294人)　死者　2人(7人)
※（ ）内は 1月からの累計 遡った件数含む

•広報おやま
•小山市公式ホームページ
•おやま生き生き好齢者応援サイト

問管財課☎22‒9322

広報おやまに関するご意見の募集 問秘書広報局☎22‒9353
　秘書広報局では広報紙をより良いものにしていくために市民の方からご意見
を募集しています。
意見提出方法：①氏名（匿名も可）②性別③年齢（年代）④ご意見
を記入（様式に指定はございません）の上、
「〒 323-8686（住所不要）小山市役所秘書広報局広報紙担当」へ郵送または
市内各出張所等に設置されている「市民ポスト」へ投函ください。
また、右記QRコードからもご意見を受け付けています☞

写真館


